



























a)FIM の 6 ヶ月後の変化とリハの利用形態による得点差の比較
b)SF36 の 6 ヶ月後の変化とリハ利用形態による得点差の比較
  3. 主介護者の状況
１)属性と生活概況
2）訪問リハ・通所リハ・併用リハ群における主介護者の変化
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る要介護者と主介護者に及ぼす影響について、日常生活動作（Activity of Daily Life：ADL）






立度（Functional Independence Measure ： FIM）と健康関連 QOL（Short Form 36 :
SF-36）、一方、主介護者には、健康関連 QOL（SF-36）のみを調査した。訪問リハ群、通所
リハ群、併用リハ群（訪問リハと通所リハの利用）の 3 群を設定し、各群のリハ開始から 6 ヶ月
後の変化の特徴を把握した。また、どちらか一方のリハに特化して提供した場合と併用した
































































率・受給率は、厚生労働省介護給付費実態調査月報・平成 25 年度 5 月審査分５）では、通

































































本研究の調査対象は、全国の 42 施設の訪問リハと通所リハ事業所の利用者 246 名と主
介護者の 244 名であった（図 1）。このうち 6 ヶ月間の追跡を完了した利用者は 196 名(追跡
率79.7％)、主介護者は198 名（追跡率81.1％）であり、両者の突合ができた196組(最終追
跡率 79.7％)を分析対象とした。調査期間は、2011 年 6 月 1 日から 2013 年 9 月 31 日とし
た。調査票の記入については、利用者・主介護者の属性と機能的自立度は担当の理学療




研修会および NPO 法人全国在宅リハを考える会が主催する研修会に参加した OT・PT に


























各事業所の調査協力者に対して、2 回目の FIM の採取直前に、追跡調査を依頼した。
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実施頻度を調査した。C）日常生活動作(ADL：Activity of Daily Living)は、機能的自立度
（FIM：Functional Independence Ｍeasure)を用いて把握した 19)。FIM は、1983 年に
Granger によって開発された ADL 評価法で、行っている ADL を自立度と介助量で測定する
評価指標である（表１）。また、13 項目の運動機能面と 5 項目の認知機能面から成り、運動
面の下位項目は、セルフケアの６項目(食事・整容・清拭・上半身の更衣・下半身の更衣・トイ
レ動作の合計 42 点)、排泄のコントロールの 2 項目(排尿管理・排便管理の合計 14 点)、移
乗 3 項目(ベッドもしくは椅子や車いすでの移乗・トイレでの移乗・浴槽やシャワー時の移乗の
合計点 21 点)、移動の 2 項目(歩行もしくは車いすでの移動・階段での移動の合計 14 点)で
ある。一方、認知面の下位項目は、コミュニケーションの 2 項目(理解・表出の合計 14 点)と
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社会的認識の 3 項目(社会的交流・問題解決・記憶の合計 21 点)から構成されている。運動
機能面の総点は 91 点、認知機能面の総点は 35 点であり、高得点であるほど自立度が高い
ことを示し、総合計点は 126 点である。採点は、1 点から 7 点までの 7 段階評価で行い、介
助が必要か否かによって自立と介助に大別される。7 点は完全自立、6 点は修正自立(補助
具が必要、通常以上に時間がかかる、安全性への配慮が必要)、5 点は監視、4 点以下は直
接体に触れての介助を要し、介助量が 25%未満は 4 点、25%から 50%未満が 3 点、50%から
75%未満が 2 点、75%以上が 1 点である。さらに、D）生活の質（QOL :Quality of Life）は、
















基準 22）に基づいて二層化し、自立層と介助層とした。自立層は第 3・4・5 段階のセルフケア
自立・屋内歩行自立・屋外歩行自立（運動得点 70 点から 91 点まで）とし、介助層は、第 1・
2 段階の全介助・半介助（運動得点 13 点から 69 点まで）とした。
分析方法として、利用者と主介護者の属性と生活概況はχ２検定を行い、年齢は一元配
置分散分析で群間比較を行った。FIM と QOL については、第１段階として、開始時から 6 ヶ
月後の変化の特徴を把握するため、各群の開始時と 6 ヶ月後の群内比較を、Wilcoxon の
符号付順位和検定を用いて行った。FIM と QOL の開始時と 6 ヶ月後のそれぞれの得点は
正規性がみられなかったため、中央値を用いて比較した。第 2 段階として、訪問と通所によ
るリハを併用した場合と、どちらか一方を提供した場合との違いを把握するために、リハ開始
から 6 ヶ月後の得点差を 3 群間で比較した。利用者の FIM は、訪問リハ・通所リハ・併用リ
ハの 3 群間の 6 ヶ月後の得点差(6 ヶ月後の得点－開始時得点)に正規性がみられることか
ら、一元配置分散分析の後、Dunett 法を用いて併用リハ群を基準に多重比較を行った。一
方、SF36 の得点差には正規性がみられなかったことから、KruskalWallis 検定の後、Steel
法を用いて併用リハ群を基準に多重比較を行った。統計解析には、SPSS for Windows 





訪問リハと通所リハの利用者 246 名とその主介護者の 244 名に対して調査を行い、このう
ち追跡を完了した利用者は 196 名(追跡率 79.7％)、主介護者は 198 名（追跡率 81.1％）で
あった。本研究では利用者と主介護者の突合が行えた196組を調査対象とした(図1)。本調
査の途中終了者 50 名（20.3％）の内訳は、入院が 20 名（40％）、希望終了が 19 名(38％)、
調査者の都合で終了が 5 名(10％)、復職・転出が 3 名(6％)、事業所移行で終了が 2 名






立層が 18 名、介助層が 31 名の合計 49 名（25％）、通所リハ群では、自立層が 37 名、介助





し、約 9 割の利用者に対して、個別機能回復・維持訓練が実施されていた(表 4)。それぞれ
の実施率は、訪問リハ群で 91.8％、通所リハ群で 87.4％、併用リハ群で 93.3％であった。
さらに、これらの 3 群には群間差があり、それぞれの群に特徴がみられた。第１に、「実践
的な日常動作訓練（p<0.01）」「住宅改修・福祉用具の選定（p=0.04）」「家族に介助指導







リハ利用者 196 名の平均年齢は 70.7±10.6 歳であり、65 歳未満は 47 名(24.0%）、65 歳
以上 75 歳未満は 70 名(35.7％）、75 歳以上は 79 名（40.3%)であった（表 5）。性別は、女性
は 128 名(65．3％）を占めていた。要介護度は、中等度（要介護 2・3）は 99 名(50.5％）を占
めていた。機能的自立度は、歩行自立が 32 名（16.3％）、セルフケア自立が 51 名(26.0％）、
半介助が 82 名(41.8％）、全介助が 31 名(15.9％）であった。認知症高齢者日常生活認知度
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は、自立・Ⅰが 121 名(61.7％）、Ⅱが 63 名(32.1％）であった。麻痺の有無・部位は、片麻痺
が 170 名（86.7％）であった。麻痺の程度(Brunnstroｍ stage)は、上肢についてはⅢからⅣ


































29.0 点から 32.0 点（ｐ<0.01）に、排泄で 12.0 点から 13.0 点（ｐ<0.01）に、移乗で 13.0 点か
ら 17.0 点（ｐ<0.01）に、移動で 7.0 点から 9.0 点（ｐ<0.01）に、コミュニケーションで 12.0 点か
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ら 13.0 点（ｐ=0.02）に、社会認識で 17.0 点から 18.0 点（ｐ<0.01）に有意に上昇していた。通
所リハ群の介助層では、開始時から 6 ヶ月後にセルフケアで 25.0 点から 30.0 点（ｐ<0.01）
に、排泄で 12.0 点から 13.0 点（ｐ<0.01）に、移乗で 15.0 点から 17.0 点（ｐ<0.01）に、移動で
7.0 点から 8.0 点（ｐ<0.01）に、コミュニケーションで 1０.0 点から 12.0 点（ｐ<0.01）に、社会認
識で16.0点から17.0点（ｐ<0.01）に有意に上昇した。併用リハ群の介助層では、開始時から
6ケ月後にセルフケアで25.0点から33.5点（ｐ<0.01）に、排泄で12.0点から13.5点（ｐ=0.01）
に、移乗で 13.0 点から 15.0 点（ｐ<0.01）に、移動で 5.0 点から 9.0 点（ｐ<0.01）に、コミュニ






36.0 点から 40.0 点（ｐ=0.02）に、移乗で 17.0 点から 18.0 点（ｐ<0.01）に、移動で 10.0 点か
ら 12.5 点（ｐ<0.01）に有意に上昇した。通所リハ群の自立層では、開始時から 6 ヶ月後にセ
ルフケアで 37.0 点から 38.0 点（ｐ<0.01）に、移乗で 19.0 点から 20.0 点（ｐ<0.01）に、移動
で 11.0 点から 12.0 点（ｐ<0.01）に有意に上昇した。併用リハ群の自立層では、開始時から 6
ヶ月後にセルフケアで 35.5 点から 37.0 点（ｐ<0.01）に、移乗で18.0 点から 20.0 点（ｐ<0.01）






違いみられなかった(表 6-③④)。しかし、発症から 9 ヶ月未満の利用者で、社会認識では
17.5 点から 18.0 点（p<0.01）に得点が有意に上昇していたが、一方で発症から 9 ヶ月以上
経過した利用者に変化はみられなかった。
通所リハ群では、セルフケア・移乗・移動・コミュニケーションの４項目で、発症からの期間
による違いはみられなかった。しかし、発症から 9 ヶ月未満の利用者で、排泄では 13.0 点か
ら 14.0 点（p=0.06）に、社会認識では 17.0 点から 18.0 点（p<0.01）に得点が有意に上昇して
いたが、一方で発症から 9 ヶ月以上経過した利用者に変化はみられなかった。
併用リハ群では、セルフケア・移乗・移動の３項目で、発症からの期間による違いはみられ
なかった。しかし、発症から 9 ヶ月未満の利用者で、排泄では 12.5 点から 13.5 点（ｐ<0.01）





回以上の利用者で、社会認識では 18.5 点から 19.5 点（p=0.01）に得点が有意に上昇してい
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たが、月 8 回以内の利用者で変化はみられなかった。さらに、これとは反対の現象がみられ
た項目は、排泄であり、月 8 回以内の利用者で 12.0 点から 13.0 点（ｐ=0.04）に有意に得点
が上昇していたが、月 8 回以上の利用者には変化がみられなかった。
通所リハ群では、セルフケア・排泄・移乗・移動・社会認識の５項目で、利用頻度による違
いはみられなかった。しかし、コミュニケーションでは、月 8 回以内の利用者で 12.0 点から
13.0 点（p<0.01）に得点が有意に上昇していたが、月 8 回以上の利用者では変化がみられ
なかった。
併用リハ群では、セルフケア・移乗・移動の３項目で、利用頻度による違いはみられなかっ
た。しかし、月 8 回以上の利用者で、排泄では 13.0 点から 14.0 点（p<0.01）に、コミュニケー












ハ群が 4.0 点、併用リハ群が 6.4 点であった。移動は、訪問リハ群が 1.1 点、通所リハ群が
1.3 点、併用リハ群が 3.8 点であった。移乗は、訪問リハ群が 3.5 点、通所リハ群が 1.6 点、
併用リハ群が 1.7 点であった。






自立層での得点の変化は、PF（身体機能）は、開始から 6 ヶ月後に 14.5 点から 25.4 点（ｐ
<0.01）に、RP（日常役割機能）は 25.8 点から 32.5 点（ｐ<0.01）に、BP（体の痛み）は、37.3
点から 43.2 点（ｐ<0.01）に、GH（心の健康）は、40.5 点から 49.5 点（ｐ<0.01）に、VT(活力)は、
38.6 点から 46.6 点（ｐ<0.01）に、RE（日常役割機能・精神）は、22.8 点から 35.3 点（ｐ<0.01）
に有意に上昇した。反対に、SF(社会生活機能)は、37.7 点から 24.8 点（ｐ<0.01）に有意に低
下していた。一方、介助層では、PF（身体機能）は、開始から 6 ヶ月後に－7.1 点から 7.3 点
（ｐ<0.01）に、RP（日常役割機能）は19.2点から32.5点（ｐ<0.01）に、BP（体の痛み）は、32.0
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点から 42.5 点（ｐ<0.01）に、GH（心の健康）は、36.2 点から 41.5 点（ｐ<0.01）に、VT は、37.0
点から 46.6 点（ｐ<0.01）に、RE（日常役割機能・精神）は、22.8 点から 31.1 点（ｐ<0.01）に有
意に上昇した。反対に、SF(社会生活機能)は、31.2 点から 18.4 点（ｐ=0.04）に有意に低下し
ていた。
加えて、サマリースコアの変化については、自立層では PCS（身体的健康度）が 16.0 点か
ら 29.5 点（p<0.01）に、有意に上昇していた。一方、介助層では、PCS(身体的健康度)が 4.2
点から 17.5 点（p<0.01）に、 MCS(精神的健康度)が 47.0 点から 48．9 点(ｐ＝0.03)に、RCS






自立層での得点の変化は、PF（身体機能）は、開始から 6 ヶ月後に 14.5 点から 18.1 点（ｐ
<0.01）に、RP（日常役割機能）は 22.5 点から 32.5 点（ｐ<0.01）に、VT(活力)は、43.4 点から
49.8点（ｐ<0.01）に、SF(社会生活機能)は、31.2点から37.7点（ｐ<0.01）に、RE（日常役割機
能・精神）は、26.9点から35.3点（ｐ<0.01）に、MH(心の健康)は、41.0 点から43.8点（ｐ<0.01）
に有意に上昇していた。反対に、BP(体の痛み)は、42.5 点から 36.9 点（ｐ<0.01）に、GH(全
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体的健康感)は、43.1 点から 40.5 点（ｐ<0.01）に有意に低下していた。一方、介助層に関し
ては、PF（身体機能）は、開始から 6 ヶ月後に-7.1 点から 3.7 点（ｐ<0.01）に、RP（日常役割
機能）は 12.5 点から 19.2 点（ｐ<0.01）に、VT(活力)は、33.8 点から 41.8 点（ｐ<0.01）に、
SF(社会生活機能)は 31.2 点から 37.7 点（ｐ<0.01）に、RE（日常役割機能・精神）は、22.8 点
から 26.9 点（ｐ<0.01）に、MH（心の健康）は 38.4 点から 43.8 点（ｐ=0.01）に有意に上昇して
いた。反対に、BP（体の痛み）は、42.5 点から 38.4 点（ｐ<0.01）に、GH(全体的健康感)は、
43.1 から 38.9 点（ｐ<0.01）に有意に低下していた。
加えて、サマリースコアの変化については、自立層では PCS（身体的健康度）が 14.7 点か
ら 25.4 点（p<0.01）に、MCS（精神的健康度）が 48.5 点から 51.4 点（p<0.01）に、有意に上昇
していた。一方、介助層では、PCS(身体的健康度)が1.7点から8.1点（p<0.01）に、 MCS(精




み）と GH（全体的健康感）の 2 項目の得点が有意に低下しており、その他の 6 項目はすべて
有意に上昇していた。
自立層での得点の変化は、PF（身体機能）は、開始から６ヶ月後に 3.7 点から 19.9 点（ｐ
<0.01）に、RP（日常役割機能）は 19.2 点から 25.8 点（ｐ<0.01）に、BP(体の痛み)は、42.5 点
から 48．1 点（ｐ<0.01）に、GH(全体的な健康感)は、41.0 点から 44.2 点（ｐ<0.01）に、VT(活
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力)は、38.6 点から 46.6 点（ｐ<0.01）に、RE（日常役割機能・精神）は、35.3 点から 45.7 点（ｐ
<0.01）に、MH(心の健康)は、43.8 点から 49.1 点（ｐ=0.02）に有意に上昇していた。一方、介
助層では、PF（身体機能）は、開始から６ヶ月後に-7.1 点から 3.7 点（ｐ<0.01）に、RP（日常
役割機能）は15.8点から19.2点（ｐ<0.01）に、VT(活力)は、37.0点から43.4点（ｐ<0.01）に、
RE（日常役割機能・精神）は、26.9 点から 35.3 点（ｐ<0.01）に、MH(心の健康)は、42.5 点か
ら 46.5 点（ｐ=0.04）に有意に上昇していた。反対に、BP(体の痛み)は、38.4 点から 36.9 点
（（ｐ<0.01）に、GH(全体的健康感)は、38.9 から 36.2 点（ｐ<0.01）に有意に低下していた。
加えて、サマリースコアの変化については、自立層では PCS(身体的健康度)が 11.2 点か
ら 25.0 点（p<0.01）に、 MCS(精神的健康度)が 51.0 点から 54.9 点（p<0.01）に、RCS（役割/
社会的健康度）が 28.8 点から 40.2 点（p<0.01）に、3 つのサマリースコアで有意に上昇して
いた。一方、介助層では、PCS（身体的健康度）が2.0点から14.0点（p<0.01）に、MCS（精神









平均年齢は 63.3±13.5 歳であり、65 歳未満が 92 名（46.9%）を占めていた(表 6)。 性別








a) SF-36 の 6 ヶ月後の変化と利用形態のよる得点差の比較
6 ヶ月後の変化の特徴をみると、訪問リハ群の自立・介助層の両層で、MH（心の健康）
の得点が有意に上昇していた。また、得点が有意に低下した項目は、PF（身体機能）と GH
（全体的な健康感）の 2 項目であった(表 11-①②)。
訪問リハ群の自立層での得点の変化は、MH（心の健康）は開始から 6 ヶ月後に 38.4 点か
ら 41.1 点（ｐ<0.01）に有意に上昇していた。また、PF（身体機能）は、39.8 点から 32.6 点（ｐ
<0.01）に、GH（全体的健康感）は、41.5 点から 36.2 点（ｐ<0.01）に有意に低下していた。一
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方、介助層では、MH（心の健康）は、開始から 6 ヶ月後に 30.4 点から 38.4 点（ｐ<0.01）に有
意に上昇していた。また、PF（身体機能）は、36.2 点から 32.6 点（ｐ<0.01）に、GH（全体的健
康感）は、38.9 点から 33.5 点（ｐ<0.01）に有意に低下していた。
さらに、BP（体の痛み）とSF（社会生活機能）に関しては、自立層と介助層で違いがみられ
ており、介助層のみで低下し、BP（体の痛み）は、43.2 点から 42.5 点（ｐ<0.01）に、SF（社会
生活機能）は 31.3 点から 24.8 点（ｐ<0.01）に有意に低下していた。
加えて、サマリースコアの変化については、自立層では PCS(身体的健康度)は 33.6 点か







通所リハ群の自立層での得点の変化は、BP（体の痛み）は、開始から 6 ヶ月後に 50.6 点
から 53.5 点（ｐ<0.01）に、GH（全体的健康感）は 43.1 点から 49.5 点（ｐ<0.01）に、SF（身体
機能）は、31.2 点から 37.7 点（ｐ<0.01）に、RE（日常生活機能）は、39.4 点から 43.6 点（ｐ
<0.01）に、MH（心の健康）は、38.4 点から 41.1 点（ｐ<0.01）に有意に上昇していた。また、PF
（身体機能）は、43.4 点から 39.8 点（ｐ<0.01）に有意に低下していた。一方、介助層では、
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RP（日常役割機能・身体）は、開始から 6 ヶ月後に 37.4 点から 40.8 点（ｐ<0.01）に、BP（体
の痛み）は、47.9 点から 56.1 点（ｐ<0.01）に、GH（全体的健康感）は、40.5 点から 46.9 点（ｐ
<0.01）に、VT（活力）は、46.6 点から 49.8 点（ｐ<0.01）に、SF（身体機能）は、31.3 点から
34.4 点（ｐ<0.01）に、RE（日常生活機能）は、39.4 点から 43.6 点（ｐ<0.01）に、MH（心の健
康）は、43.8 点から 49.1 点（ｐ<0.01）に有意に上昇していた。また、PF（身体機能）は、43.4
点から 41.6 点（ｐ=0.02）に有意に低下していた。
加えて、サマリースコアの変化については、自立層では PCS(身体的健康度)は、42.9 点か
ら 40.6 点（p<0.01）に、得点が有意に低下していた。MCS(精神的健康度)は、42.0 点から
46.0 点（p<0.01）に、得点が有意に上昇していた。一方、介助層では、MCS（精神的健康度）







43.1 点から 48.4 点（ｐ<0.01）に、VT（活力）は 40.2 点から 46.6 点（ｐ<0.01）に、SF（社会生
活機能）は、31.2 点から 37.7 点（ｐ<0.01）に、RE（日常生活機能・精神）は、35.2 点から
43.6 点（ｐ<0.01）に、MH（心の健康）は、41.0 点から 43.8 点（ｐ<0.01）に有意に上昇した。ま
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た、PF（身体機能）は、45.2 点から 41.6 点（ｐ<0.01）に有意に低下していた。一方、併用リハ
群の介助層では、GH（全体的健康感）は、開始から 6 ヶ月後に 44.2 点から 49.5 点（ｐ<0.01）
に、VT（活力）は、43.4 点から 49.8 点（ｐ<0.01）に、SF（社会生活機能）は、31.3 点から 37.7
点に、RE（日常生活機能・精神）は、39.4 点から 47.7 点（ｐ<0.01）に、MH（心の健康）は、
38.4 点から 46.5 点（ｐ<0.01）に有意に上昇していた。また、PF（身体機能）は、43.4 点から
39.8 点（ｐ<0.01）に有意に低下していた。さらに、RP（日常役割機能・身体）は、自立層で変
化せず、介助層で、32.5 点から 35.8 点（ｐ<0.01）に有意に上昇していた。
加えて、サマリースコアの変化については、自立層で MCS(精神的健康度)は、42.6 点から
46.6 点（p<0.01）に、有意に上昇していた。一方、介助層で MCS（精神的健康度）は 43．6 点












リハ群が-0.1 点、通所リハ群が-0.1 点、併用リハ群が 8.3 点であった（p<0.01）。PCS(身体的
サマリースコア)では、訪問リハ群が-3.1 点、通所リハ群が-1.6 点、併用リハ群が 0.2 点であ
った（p<0.01）。一方、介助層の各群のそれぞれの項目の得点差は、VT(活力)では、訪問リ
ハ群が0.0点、通所リハ群が0.0点、併用リハ群が3.2点であった（p<0.01）。RE(日常役割機
能・精神)では、訪問リハ群が 0.0 点、通所リハ群が 4.2 点、併用リハ群が 8.3 点であった
（p=0.01）。MH(心の健康)では、訪問リハ群が 2.7 点、通所リハ群が 2.7 点、併用リハ群が 5.4
点であった（p<0.01）。MCS(精神的サマリースコア)では、訪問リハ群が 0.9 点、通所リハ群が




























































で 10 単位から 12 単位が 6 割以上を占め、訪問リハで 86％、通所リハ 68％、併用リハで
75％であることから、各群内で利用者各人にほぼ同量のリハが投入されていたと考える。最
後に、経験年数に着目すると、3 年以上のセラピストが 8 割以上を占めており、各群の 3 年

















さらに、リハの実施頻度は、訪問リハ・通所リハ・併用リハの 3 群に有意差はみられず、1 ヶ
































3 ヶ月後には機能低下すること 35）が報告されている。 一方、訪問リハに限定した本邦の研






















































b）SF36 の 6 ヶ月後の変化とリハの利用形態による得点差の比較












































主介護者の性別は、女性が約 7 割を占めており、平成 22 年国民生活基礎調査の概況 44)
































であった。通所リハ群と併用リハ群の 2 群においては、週 1 回もしくは週 2 回の通所リハが実













































































第 4 に、主介護者の QOL を検討するために、本調査では SF-36 を使用したが、本調査






















































1)厚生労働省 ： 厚生労働白書平成 26 年版，日経印刷，東京，2014；382，396-399
２）内閣府 ： 平成 26 年度版 高齢社会白書，「国民生活基礎調査」，要介護者からみた主
な介護者の続柄，平成 22 年度，印刷通販, 東京, 2014 ; 27
３）内閣府 : 平成 26 年度版 高齢社会白書,「国民生活基礎調査」同居している介護者の介
護時間，印刷通販, 東京, 2014 ; 29
４）内閣府 : 平成 26 年度版 高齢社会白書,「介護保険事業状況報告（年報）」要介護認定
の状況，印刷通販, 東京, 2014 ; 25









ぼす効果及び ADL 向上要因の検討，理学療法学,2009 ; 36（2） : 72-73
8）荒尾雅文，石濱裕規，安藤美幸，他，脳卒中患者のへの訪問リハビリテーションの効果，
総合リハ，2008 ; 36（7） : 675-681
9)荒尾雅文，石濱裕規，前原恵美，他，訪問リハビリテーション前後における脳卒中者の
ADL の変化，ADL 向上群の特徴 総合リハ 2010 ; 38(8) : 767‐772
10)鈴川芽久美，島田裕之，渡辺修一郎，他，要介護高齢者における運動機能と 6 か月後
の ADL 低下との関係， 理学療法学，2011 ; 38(1) : 10-16
11）芳野純，佐々木祐介，臼田茂，他，回復期リハビリテーション病棟患者の退院後生活活






ぼす要因について，神大保健紀要，2005 ; 21 : 23-30
15）田中清美，武政誠一，嶋田智明，在宅要介護高齢者を介護する家族介護者の QOL に




2012 ; 27(1) : 61-66
17）北浜伸介，武政誠一，嶋田智明，公的介護保険が患者の身体・心理面および介護者の
介護負担度に与える影響，神大保健紀要，2003 ; 19 : 14-24
18)上村さと美，秋山純和，Zarit 介護負担感尺度日本版（J-ZBI）を用いた家族介護者の介
護負担感評価, 理学療法科学, 2007 ; 22(1）： 61-65
19）千野直一，里元明元，園田茂，脳卒中患者の機能評価-SIAS と FIM の実際，シュプリン
ガ-ジャパン社，東京都千代田区九段北 1-11-11 第 2 フナトビル, 2009 ; 43-139
20）福原俊一，鈴鴨よしみ，SF-36 V２，日本語版マニュアル：NPO 健康医療評価機構，京都
2004
21)Yoshimi Suzukamo, Shunichi Fukuhara, Validation testing of a three-component 
model of Short Form-36 scores, Journal of Clinical Epidemiology 
64(2011)301-308
22）辻哲也，園田茂，千野直一，入院・退院時における脳血管障害者の ADL 構造の分析，
リハビリテーション医学，1996 ; 33（7） : 301-308
23) Takako Itsukaichi, Yoshimi Suzukamo, Shin-ichi  Izumi, Factors influencing the 
planning of home-based rehabilitation services by care managers, Japanease 
Journal of Comprehensive Rehabilitation ScienceVol4(2013) 39-46 
52
24） 社保審-第 114 回 介護給付費分科会資料２（H26.11.13 ）：訪問リハ・通所リハの報
酬・基準について p6，平成 24 年度介護報酬改定の効果検証及び調査研究に係る調
査（１1）生活期リハに関する実態調査報告書
25）牧迫飛雄馬，阿部勉，大沼剛，他，在宅訪問サービスの継続要因および訪問リハビリテ
－ションが要介護高齢者に与える影響，理学療法学，2009 ; 36(7) : 382-388
26）鈴川芽久美，島田裕之，渡辺修一郎，他，要介護高齢者における運動機能と 6 ヶ月後
の ADL 低下との関係，理学療法学，2011 ; 38 (1 ): 10-16




28)厚生労働省 : 指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準, 厚生省老人
保健福祉局企画課長通知（平成 12 年 3 月 1 日老企第 36 号）31，39-40，74-77
  http://www.mlhlw.go.jp/topics/kaigo/housyu/dl/c01.pdf,(アクセス日 2014・08・21)
29）澤俊二，QOL と ADL・IADL の関係，OT ジャーナル，2003 ; 37(6) : 469-476
30）細井俊希，澤田豊，加藤剛平，他，回復期病棟入院患者の活動量の変化 退院後 1 ヶ
月での活動量の比較 理学療法学, 2011 ; 26（1） : 111-115
31)原田和宏，斉藤圭介，津田陽一郎，他，発症後 1 年以降の脳卒中患者における ADL 能
力の低下量の予測に関する検討，理学療法学, 2003 ; 30 : 323‐334
53
32）Andersen HE, et.al, Can readmission after stroke be prevented ? Results of 
randomized clinical study, Stroke, 2000 ; 31 : 1038 -1045
33）鈴木育子，柳久子，在宅要介護高齢者の日常生活動作能力の維持に有効な介護サー
ビスとは，FIM を用いた縦断研究, 日本公衆衛生誌, 2007 ; 54（2） : 81-88
34) John Green, Anne Forster, Sue Bogle, Physiotherapy for patients with mobility 
problems more than 1year after stroke a randomized controlled trial, Lancet, 2002 ;
359 : 199-203
35)Marilyn Malone, Amanda Hill, Geoff Smith, Three-month follow up of patients 
discharged from a geriatric day hospital, Age and Ageing , 2002 ; 31: 471-475
36）荒尾雅文，石濱裕規，前原恵美，他，訪問リハビリテーションが脳卒中の ADL 向上に及
ぼす効果及び ADL 向上要因の検討，理学療法学,2009 ; 36（2） : 72-73，再掲
37）荒尾雅文，石濱裕規，安藤美幸，他，脳卒中患者のへの訪問リハビリテーションの効果，
総合リハ，2008 ; 36（7） : 675-681，再掲
38)荒尾雅文，石濱裕規，前原恵美，他，訪問リハビリテーション前後における脳卒中者の
ADL の変化，ADL 向上群の特徴 総合リハ 2010 ; 38(8) : 767‐772，再掲
39)吉良健司，伊藤隆夫，近澤美紀，訪問リハビリテーションが高齢障害者の日常生活活動
に与える影響について， 理学療法学，2001 ; 28(5) : 225-228
40）水上正樹，三浦健洋，小山吉昭，他， 訪問リハビリ開始から 6 ヶ月間の効果，みんなの
理学療法,2006 ; 24 : 53-55
54
41)鈴川芽久美，島田裕之，渡辺修一郎，他，要介護高齢者における運動機能と 6 か月後
の ADL 低下との関係， 理学療法学，2011 ; 38(1) : 10-16，再掲
42）芳野純，佐々木祐介，臼田茂，他，回復期リハビリテーション病棟患者の退院後生活活
動の変化の特徴と関連因子 理学療法科学，2008 ; 23（4） : 495-499，再掲
43)全国回復期リハビリテーション病棟連絡協議会，回復期リハビリテーション病棟の現状と
課題に関する調査報告書，2012 ； 38-40，再掲
44)内閣府 ： 平成 26 年度版 高齢社会白書，「国民生活基礎調査」，要介護者からみた主
な介護者の続柄，平成 22 年度，印刷通販, 東京, 2014 ; 27，再掲
【 図1 調査の流れ・フローチャート 】
【 図3 各群の内訳 】






















































































































































































( ％ ) ( ％ )
年齢 65歳未満 5 ( 10.0 ) 47 ( 24.0 )
65歳以上75歳未満 20 ( 40.0 ) 70 ( 35.7 )
75歳以上 25 ( 50.0 ) 79 ( 40.3 )
性別 男 30 ( 60.0 ) 128 ( 65.3 )
女  20 ( 40.0 ) 68 ( 34.7 )
要介護度 軽度（要支・要介１） 13 ( 25.5 ) 68 ( 34.7 )
中等度（要介2・3） 30 ( 58.8 ) 98 ( 50.5 )
重度（要介4・5） 7 ( 15.7 ) 29 ( 14.8 )
機能的 歩行自立 13 ( 26.0 ) 32 ( 16.3 )
自立度分類　セルフケア自立 10 ( 20.0 ) 51 ( 26.0 )
半介助 17 ( 34.0 ) 82 ( 41.8 )
全介助 10 ( 20.0 ) 31 ( 15.8 )
認知高齢者 自立・Ⅰ　  8 ( 16.0 ) 121 ( 61.7 )
日常生活       Ⅱ 23 ( 46.0 ) 63 ( 32.1 )
自立度       Ⅲ 19 ( 38.0 ) 12 ( 6.1 )
発症経過
初発 36 ( 72.0 ) 149 ( 76.0 )
再発 14 ( 28.0 ) 47 ( 24.0 ) 0.58
  χ2検定









( n=196 )（ n=50 )
１．個別機能回復・維持訓練 未実施 4 ( 8.2 ) 11 ( 12.6 ) 4 ( 6.7 )
実施 45 ( 91.8 ) 76 ( 87.4 ) 56 ( 93.3 )
２．実践的な日常動作訓練 未実施 10 ( 20.4 ) 42 ( 48.3 ) 15 ( 25.0 )
実施 39 ( 79.6 ) 45 ( 51.7 ) 45 ( 75.0 )
３．住宅改修・用具の選定 支援なし 25 ( 51.0 ) 62 ( 71.3 ) 34 ( 56.7 )
支援あり 24 ( 49.0 ) 25 ( 28.7 ) 26 ( 43.3 )
４．家族に介助法指導 なし 32 ( 65.3 ) 80 ( 92.0 ) 42 ( 70.0 )
あり 17 ( 34.7 ) 7 ( 8.1 ) 18 ( 30.0 )
５．健康管理指導 なし 39 ( 79.6 ) 64 ( 73.6 ) 43 ( 71.7 )
あり 10 ( 20.4 ) 23 ( 26.4 ) 17 ( 28.3 )
６．規則的な生活習慣作り 支援なし 44 ( 89.8 ) 57 ( 65.5 ) 41 ( 68.3 )
支援あり 5 ( 10.2 ) 30 ( 34.5 ) 19 ( 31.7 )
７．ストレス解消の場の提供 支援なし 42 ( 85.7 ) 62 ( 71.3 ) 41 ( 68.3 )
支援あり 7 ( 14.3 ) 25 ( 28.7 ) 19 ( 31.7 )
８．健康増進・衰え防止 支援なし 30 ( 61.2 ) 54 ( 62.1 ) 31 ( 51.7 )
支援あり 19 ( 38.8 ) 33 ( 37.9 ) 29 ( 48.3 )
９．家族の介護負担軽減 支援なし 42 ( 85.7 ) 52 ( 59.8 ) 33 ( 55.0 )
支援あり 7 ( 14.3 ) 35 ( 40.2 ) 27 ( 45.0 )
10．社会参加・交流の機会 支援なし 44 ( 89.8 ) 59 ( 67.8 ) 34 ( 56.7 )
支援あり 5 ( 10.2 ) 28 ( 32.2 ) 26 ( 43.3 )
11．認知症予防・改善 支援なし 45 ( 91.8 ) 71 ( 81.6 ) 42 ( 70.0 )
支援あり 5 ( 8.2 ) 16 ( 18.4 ) 18 ( 30.0 )
χ2検定
0.02












　　　　   　　　　　　 
年齢 (mean±SD) 0.741)
65歳未満 47 ( 24.0 ) 12 ( 24.5 ) 22 ( 25.3 ) 13 ( 21.7 )
65歳以上75歳未満 70 ( 35.7 ) 17 ( 34.7 ) 30 ( 34.5 ) 23 ( 38.3 )
75歳以上 79 ( 40.3 ) 20 ( 40.8 ) 35 ( 40.2 ) 24 ( 40.0 )
性別 女 128 ( 65.3 ) 34 ( 69.4 ) 55 ( 63.2 ) 39 ( 65.0 )
男 68 ( 34.7 ) 15 ( 30.6 ) 32 ( 36.8 ) 21 ( 35.0 )
麻痺の有無 なし 13 ( 6.6 ) 3 ( 6.1 ) 7 ( 8.0 ) 3 ( 5.0 )
片側 170 ( 86.7 ) 42 ( 85.7 ) 75 ( 86.2 ) 53 ( 88.3 )
両側 13 ( 6.7 ) 4 ( 8.2 ) 5 ( 5.8 ) 4 ( 6.7 )
麻痺の程度
　　　　上肢 Br. stage　ⅠⅡ 40 ( 20.4 ） 8 ( 16.3 ） 15 ( 17.2 ） 17 ( 28.3 ）
　　　　　 ⅢⅣ 79 ( 40.3 ） 20 ( 40.8 ） 31 ( 35.6 ） 28 ( 46.7 ）
　　　　 　ⅤⅥ 77 ( 39.3 ） 21 ( 42.9 ） 41 ( 47.1 ） 15 ( 25.0 ）
　　　　下肢 Br. stage　ⅠⅡ 8 ( 4.1 ） 3 ( 6.1 ） 3 ( 3.4 ） 2 ( 3.3 ）
　　　　　 ⅢⅣ 117 ( 59.7 ） 30 ( 61.2 ） 48 ( 55.2 ） 39 ( 65.0 ）
　　　　 　ⅤⅥ 71 ( 36.2 ） 16 ( 32.7 ） 36 ( 41.4 ） 19 ( 31.7 ）
要介護度 軽度（要支・要介１） 68 ( 34.7 ) 21 ( 42.9 ) 33 ( 37.9 ) 14 ( 23.3 )
中等度（要介2・3） 99 ( 50.5 ) 20 ( 40.8 ) 43 ( 49.5 ) 36 ( 60.1 )
重度（要介4・5） 29 ( 14.8 ) 8 ( 16.3 ) 11 ( 12.6 ) 10 ( 16.6 )
機能的 歩行自立 32 ( 16.3 ) 6 ( 12.2 ) 16 ( 18.4 ) 10 ( 16.7 )
自立度分類　 セルフケア自立 51 ( 26.0 ) 12 ( 24.6 ) 21 ( 24.1 ) 18 ( 30.0 )
　　 半介助 82 ( 41.8 ) 25 ( 51.0 ) 38 ( 43.7 ) 19 ( 31.6 )
全介助 31 ( 15.9 ) 6 ( 12.2 ) 12 ( 13.8 ) 13 ( 21.7 )
　
認知症高齢者 自立および　Ⅰ 121 ( 61.7 ) 36 ( 73.5 ) 46 ( 52.9 ) 39 ( 65.0 )
日常生活自立度 　　　      Ⅱ 63 ( 32.1 ) 11 ( 22.4 ) 33 ( 37.9 ) 19 ( 31.7 )
　　　      Ⅲ 12 ( 6.2 ) 2 ( 4.1 ) 8 ( 9.2 ) 2 ( 3.3 )
発症経過 初発 149 ( 76.0 ) 37 ( 75.5 ) 66 ( 75.9 ) 46 ( 76.7 )
再発 47 ( 24.0 ) 12 ( 24.5 ) 21 ( 24.1 ) 14 ( 23.3 )
発症からの期間       1ヶ月未満 7 ( 3.7 ) 1 ( 2.0 ) 4 ( 4.6 ) 2 ( 3.3 )
1 ～  3ヶ月未満 19 ( 9.7 ) 5 ( 10.2 ) 8 ( 9.2 ) 6 ( 10.0 )
3 ～  6ヶ月未満 41 ( 20.8 ) 11 ( 22.5 ) 17 ( 19.5 ) 13 ( 21.7 )
6 ～ 12ヶ月未満 103 ( 52.5 ) 25 ( 51.0 ) 45 ( 51.8 ) 33 ( 55.0 )
     13ヶ月以上 26 ( 13.3 ) 7 ( 14.3 ) 13 ( 14.9 ) 6 ( 10.0 )
　住宅改修
導入対象外 50 ( 25.5 ) 12 ( 24.5 ) 22 ( 25.3 ) 16 ( 26.7 )
退院時に導入済 108 ( 55.1 ) 29 ( 59.2 ) 45 ( 51.7 ) 34 ( 56.6 )
退院時に未導入 38 ( 19.4 ) 8 ( 16.3 ) 20 ( 23.0 ) 10 ( 16.7 )
リハの実施頻度
1～ 4回 /月 14 ( 7.1 ) 5 ( 10.2 ) 9 ( 10.3 ) 0 ( 0.0 )
5～ 8回 /月 114 ( 58.2 ) 28 ( 57.1 ) 52 ( 59.8 ) 34 ( 56.7 )
　 9～12回 /月 54 ( 27.6 ) 14 ( 28.6 ) 22 ( 25.3 ) 18 ( 30.0 )




n=196 ( % )
0.66
p値








n=49 ( % ) n=87 ( % ) n=60 ( % )
0.97
0.08




自立層 ( n=18 ) 介助層 ( n=31 ) 自立層 ( n=37 ) 介助層 ( n=50 ) 自立層 ( n=28 ) 介助層 ( n=32 )
median ( min-max ) p値 median ( min-max ) p値 median ( min-max ) p値 median ( min-max ) p値 median ( min-max ) p値 median ( min-max ） p値
セルフ st 36.0 ( 28～41 ) 29.0 ( 17～34 ) 37.0 ( 31～42 ) 25.0 ( 9～34 ) 35.5 ( 31～41 ) 25.0 ( 9～37 )
ケア af-6m 40.0 ( 28～42 ) 32.0 ( 19～37 ) 38.0 ( 24～42 ) 30.0 ( 9～41 ) 37.0 ( 33～41 ) 33.5 ( 8～41 )
排泄 st 14.0 ( 7～14 ) 12.0 ( 2～14 ) 14.0 ( 5～14 ) 12.0 ( 2～10 ) 14.0 ( 12～14 ) 12.0 ( 2～14 )
af-6m 13.0 ( 7～14 ) 13.0 ( 4～14 ) 14.0 ( 10～14 ) 13.0 ( 2～14 ) 14.0 ( 12～14 ) 13.5 ( 2～14 )
移乗 st 17.0 ( 17～19 ) 13.0 ( 3～21 ) 19.0 ( 14～21 ) 15.0 ( 3～19 ) 18.0 ( 14～20 ) 13.0 ( 7～18 )
af-6m 18.0 ( 17～20 ) 17.0 ( 4～21 ) 20.0 ( 14～21 ) 17.0 ( 3～20 ) 20.0 ( 14～21 ) 15.0 ( 6～19 )
移動 st 10.0 ( 6～12 ) 7.0 ( 2～11 ) 11.0 ( 5～14 ) 7.0 ( 2～10 ) 10.0 ( 7～12 ) 5.0 ( 2～12 )
af-6m 12.5 ( 7～13 ) 9.0 ( 2～11 ) 12.0 ( 5～14 ) 8.0 ( 2～12 ) 11.0 ( 7～12 ) 9.0 ( 2～12 )
コミュニ st 14.0 ( 11～14 ) 12.0 ( 6～14 ) 14.0 ( 5～14 ) 10.0 ( 4～14 ) 13.0 ( 7～14 ) 11.0 ( 2～14 )
ケーション af-6m 13.0 ( 11～14 ) 13.0 ( 8～14 ) 14.0 ( 5～14 ) 12.0 ( 6～14 ) 12.5 ( 7～14 ) 12.0 ( 6～19 )
社会認識 st 19.0 ( 15～21 ) 17.0 ( 5～21 ) 20.0 ( 9～21 ) 16.0 ( 3～21 ) 19.0 ( 13～21 ) 15.0 ( 9～21 )
af-6m 20.0 ( 15～21 ) 18.0 ( 6～21 ) 20.0 ( 11～21 ) 17.0 ( 4～21 ) 18.0 ( 13～21 ) 16.0 ( 2～12 )
運動総点 st 74.0（ 70～88 ) 62.0（ 29～69 ) 78.0（ 70～89 ) 59.0（ 16～69 ) 76.0（ 70～88 ) 58.0（ 13～69 )
af-6m 84.0（ 70～88 ) 71.0（ 41～82 ) 83.0（ 70～89 ) 66.0（ 21～81 ) 81.5（ 72～87 ) 70.0（ 32～83 )
認知総点 st 33.0（ 28～35 ) 29.0（ 15～35 ) 33.0（ 16～34 ) 26.0（ 7～34 ) 32.0（ 17～32 ) 27.0（ 5～32 )
af-6m 32.5（ 29～35 ) 30.0（ 16～35 ) 33.0（ 18～35 ) 30.0（ 11～35 ) 31.0（ 20～35 ) 28.0（ 6～33 )




























 訪問リハ群　(n=49 ) 通所リハ群　(n=87) 併用リハ利用群　(n=60)
0.06



















自立層 p値 介助層 p値 自立層 p値 介助層 p値 自立層 p値 介助層 p値
セルフ st 36.0 29.0 37.0 25.0 35.5 25.0
ケア af-6m 40.0 32.0 38.0 30.0 37.0 33.5
排泄 st 14.0 12.0 14.0 12.0 14.0 12.0
af-6m 13.0 13.0 14.0 13.0 14.0 13.5
移乗 st 17.0 13.0 19.0 15.0 18.0 13.0
af-6m 18.0 17.0 20.0 17.0 20.0 15.0
移動 st 10.0 7.0 11.0 7.0 10.0 5.0
af-6m 12.5 9.0 12.0 8.0 11.0 9.0
コミュニ st 14.0 12.0 14.0 10.0 13.0 11.0
ケーション af-6m 13.0 13.0 14.0 12.0 12.5 12.0
社会認識 st 19.0 17.0 20.0 16.0 19.0 15.0
af-6m 20.0 18.0 20.0 17.0 18.0 16.0
運動総点 st 74.0 62.0 78.0 59.0 76.0 58.0
af-6m 84.0 71.0 83.0 66.0 81.5 70.0
認知総点 st 33.0 29.0 33.0 26.0 32.0 27.0
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**n.s ** n.s ** n.s↑
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n.s * n.s ** n.s
訪問リハ群　(n=49 ) 通所リハ群　(n=87) 併用リハ利用群　(n=60)
* ** ** ** ** **↑ ↑ ↑
９M ９M ９M ９M ９M ９M
未満 ( n=22 ) 以上 ( n=27 ) 未満 ( n=39 ) 以上 ( n=48 ) 未満 ( n=28 ) 以上 ( n=32 )
median ( min-max ) p値 median ( min-max ) p値 median ( min-max ) p値 median ( min-max ) p値 median ( min-max ) p値 median ( min-max ） p値
セルフ st 29.5 ( 18～41 ) 30.0 ( 16～41 ) 30.0 ( 9～40 ) 30.0 ( 19～40 ) 28.0 ( 16～41 ) 32.0 ( 6～42 )
ケア af-6m 35.5 ( 22～42 ) 34.0 ( 20～42 ) 36.0 ( 9～42 ) 33.5 ( 18～42 ) 34.5 ( 18～40 ) 36.5 ( 13～40 )
排泄 st 12.0 ( 4～14 ) 14.0 ( 4～14 ) 13.0 ( 2～14 ) 14.0 ( 4～14 ) 12.5 ( ２～14 ) 13.5 ( 2～14 )
af-6m 13.0 ( 5～14 ) 14.0 ( 8～14 ) 14.0 ( 3～14 ) 14.0 ( 4～14 ) 13.5 ( ２～14 ) 14.0 ( ６～14 )
移乗 st 16.0 ( ３～20 ) 16.0 ( ９～20 ) 16.0 ( 3～21 ) 16.0 ( 9～21 ) 16.5 ( 7～20 ) 16.0 ( 3～21 )
af-6m 18.0 ( 8～21 ) 18.0 ( 13～20 ) 17.0 ( 4～21 ) 18.0 ( 10～21 ) 19.0 ( 5～21 ) 19.0 ( 7～21 )
移動 st 8.0 ( 2～12 ) 8.0 ( 2～13 ) 7.0 ( 2～14 ) 8.5 ( 2～14 ) 7.0 ( 2～12 ) 8.0 ( 2～13 )
af-6m 9.0 ( 2～14 ) 11.0 ( 2～14 ) 10.0 ( 3～14 ) 10.0 ( 3～14 ) 10.0 ( ２～14 ) 10.5 ( 5～12 )
コミュニ st 13.0 ( 6～14 ) 13.0 ( 6～14 ) 12.0 ( 4～14 ) 12.0 ( 5～14 ) 12.5 ( 4～13 ) 12.5 ( ２～13 )
ケーション af-6m 12.0 ( 8～14 ) 13.0 ( 9～14 ) 13.0 ( 7～14 ) 13.0 ( 6～14 ) 13.5 ( 5～14 ) 12.0 ( 3～14 )
社会認識 st 17.5 ( 7～21 ) 19.0 ( 12～21 ) 17.0 ( 3～20 ) 18.0 ( 8～20 ) 17.0 ( 10～19 ) 17.0 ( 3～19 )
af-6m 18.0 ( 8～21 ) 19.0 ( 15～21 ) 18.0 ( 4～21 ) 18.0 ( 8～21 ) 18.0 ( 10～21 ) 17.0 ( 3～21 )
運動総点 st 65.5（ 29～83 ) 67.0（ 36～88 ) 67.0（ 16～89 ) 67.5（ 47～89 ) 64.5（ 29～84 ) 70.5（ 13～88 )
af-6m 73.0（ 41～88 ) 73.0（ 52～87 ) 75.0（ 21～88 ) 74.0（ 51～89 ) 75.0（ 32～84 ) 77.5（ 38～87 )
認知総点 st 29.5（ 15～35 ) 32.0（ 18～35 ) 29.0（ 7～34 ) 30.0（ 16～34 ) 28.5（ 15～32 ) 30.0（ 5～32 )
af-6m 31.0（ 16～35 ) 32.0（ 24～35 ) 31.0（ 11～35 ) 31.0（ 17～35 ) 29.5（ 19～35 ) 30.0（ 6～34 )
Wilcoxon符号付順位和検定, st: 開始時, af-6m: 6ヶ月後　
0.04 0.10 0.04 <0.01 0.47<0.01
<0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
<0.01 0.14 <0.01 0.42 0.01 0.50
0.59 0.42 <0.01 <0.01 0.01 0.52
0.02 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
表6-③ 機能的自立度(FIM)の変化  　サブグループ分析１　発症からの期間による変化の違い
 訪問リハ群　(n=49 ) 通所リハ群　(n=87) 併用リハ利用群　(n=60)
<0.01 0.02 <0.01 <0.01 <0.01
<0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.04 <0.01
<0.01
0.40 0.10 0.06 0.92 <0.01 0.54
９M ( n=22 ) ９M ( n=27 ) ９M ( n=39 ) ９M ( n=48 ) ９M ( n=28 ) ９M ( n=32 )
以内 p値 以上 p値 未満 p値 以上 p値 未満 p値 以上 p値
セルフ st 29.5 30.0 30.0 30.0 28.0 32.0
ケア af-6m 35.5 34.0 36.0 33.5 34.5 36.5
排泄 st 12.0 14.0 13.0 14.0 12.5 13.5
af-6m 13.0 14.0 14.0 14.0 13.5 14.0
移乗 st 16.0 16.0 16.0 16.0 16.5 16.0
af-6m 18.0 18.0 17.0 18.0 19.0 19.0
移動 st 8.0 8.0 7.0 8.5 7.0 8.0
af-6m 9.0 11.0 10.0 10.0 10.0 10.5
コミュニ st 13.0 13.0 12.0 12.0 12.5 12.5
ケーション af-6m 12.0 13.0 13.0 13.0 13.5 12.0
社会認識 st 17.5 19.0 17.0 18.0 17.0 17.0
af-6m 18.0 19.0 18.0 18.0 18.0 17.0
運動総点 st 65.5 67.0 67.0 67.5 64.5 70.5
af-6m 73.0 73.0 75.0 74.0 75.0 77.5
認知総点 st 29.5 32.0 29.0 30.0 28.5 30.0
af-6m 31.0 32.0 31.0 31.0 29.5 30.0
Wilcoxon符号付順位和検定, st: 開始時, af-6m: 6ヶ月後,  * p<0.05, **　p<0.01, n.s: not significant
**
↑ * n.s ↑ * ↑ ** ↑
** ↑ ** ↑ ** ↑
* n.s
↑ ** ↑ ** ↑
** n.s
↑ ** n.s ↑ ** n.s ↑
↑ * ↑ ** ↑ **
n.s n.s ↑ ** ↑ ** ↑
** ↑ ** ↑ ** ↑
* n.s
n.s
↑ ** ↑ ** ↑ ** ↑ ** ↑ * ↑ **
**
n.s n.s ↑ * n.s ↑
↑ ** ↑ ** ↑↑ ** ↑ * ↑ **
**
      表6-④　付録・機能的自立度(FIM)の変化  サブグループ分析１　発症からの期間による変化の違い　
訪問リハ群　(n=49 ) 通所リハ群　(n=87) 併用リハ利用群　(n=60)
9回 9回 9回 9回 9回 9回
未満 ( n=33 ) 以上 ( n=16 ) 未満 ( n=61 ) 以上 ( n=26 ) 未満 ( n=34 ) 以上 ( n=26 )
median ( min-max ) p値 median ( min-max ) p値 median ( min-max ) p値 median ( min-max ) p値 median ( min-max ) p値 median ( min-max ） p値
セルフ st 30.0 ( 16～41 ) 29.0 ( 23～36 ) 29.0 ( 9～40 ) 32.0 ( 21～40 ) 28.5 ( 16～41 ) 32.0 ( 6～42 )
ケア af-6m 36.0 ( 22～42 ) 31.5 ( 20～42 ) 34.0 ( 9～42 ) 34.5 ( 20～42 ) 35.0 ( 18～40 ) 38.5 ( 13～40 )
排泄 st 12.0 ( 4～14 ) 13.0 ( 10～14 ) 13.0 ( 2～14 ) 14.0 ( 5～14 ) 13.0 ( ２～14 ) 13.0 ( 2～14 )
af-6m 13.0 ( 5～14 ) 14.0 ( 8～14 ) 13.0 ( 3～14 ) 14.0 ( 5～14 ) 13.0 ( 2～14 ) 14.0 ( 5～14 )
移乗 st 16.0 ( 3～20 ) 15.0 ( 9～17 ) 16.0 ( 3～21 ) 16.0 ( 9～21 ) 16.5 ( 7～20 ) 16.0 ( 3～21 )
af-6m 18.0 ( 8～21 ) 17.5 ( 13～20 ) 17.0 ( 4～21 ) 19.0 ( 10～21 ) 19.0 ( 5～21 ) 19.0 ( 7～21 )
移動 st 9.0 ( 2～13 ) 8.0 ( 2～10 ) 8.0 ( 2～14 ) 8.0 ( 2～14 ) 7.0 ( 2～12 ) 8.0 ( 2～13 )
af-6m 11.0 ( 2～14 ) 9.5 ( 3～11 ) 10.0 ( 3～14 ) 10.0 ( 4～14 ) 10.0 ( 2～14 ) 11.0 ( 5～12 )
コミュニ st 13.0 ( 6～14 ) 13.0 ( 8～14 ) 12.0 ( 4～14 ) 14.0 ( 6～14 ) 13.0 ( 4～13 ) 12.0 ( 2～13 )
ケーション af-6m 12.0 ( 8～14 ) 13.0 ( 9～14 ) 13.0 ( 6～14 ) 13.5 ( 8～14 ) 12.0 ( 5～14 ) 12.5 ( 3～14 )
社会認識 st 19.0 ( 7～21 ) 18.5 ( 12～21 ) 17.0 ( 3～20 ) 18.0 ( 11～20 ) 17.0 ( 10～19 ) 17.0 ( 3～19 )
af-6m 19.0 ( 8～21 ) 19.5 ( 15～21 ) 18.0 ( 4～21 ) 19.0 ( 8～21 ) 17.0 ( 10～21 ) 18.5 ( 3～21 )
運動総点 st 68.0（ 29～88 ) 63.5（ 54～73 ) 66.0（ 16～89 ) 68.5（ 51～89 ) 64.5（ 29～84 ) 70.5（ 13～88 )
af-6m 74.0（ 41～88 ) 72.0（ 58～82 ) 75.0（ 21～88 ) 73.5（ 57～89 ) 76.5（ 32～84 ) 78.0（ 38～87 )
認知総点 st 31.0（ 15～35 ) 31.5（ 18～35 ) 29.0（ 7～34 ) 31.5（ 17～34 ) 30.0（ 15～32 ) 29.5（ 5～32 )
af-6m 31.0（ 16～35 ) 32.0（ 24～35 ) 31.0（ 11～35 ) 32.0（ 17～35 ) 29.0（ 19～35 ) 31.5（ 6～34 )
Wilcoxon符号付順位和検定, st: 開始時, af-6m: 6ヶ月後  6M未満：発症から6ケ月未満　　6M以上：発症から6ケ月以上　
0.20 0.03 <0.01 <0.01 0.55 <0.01
<0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
0.11 0.01 <0.01 0.01 0.58 0.01
<0.01
0.61 0.40 <0.01 0.09 0.69 <0.01
<0.01 <0.01 <0.01 0.03 <0.01 <0.01
6M未満：発症から6ケ月未満　　6M以上：発症から6ケ月以上経過
表6-⑤　機能的自立度(FIM)の変化  　サブグループ分析２　　利用頻度による変化の違い
 訪問リハ群　(n=49 ) 通所リハ群　(n=87) 併用リハ利用群　(n=60)
<0.01 0.04 <0.01 <0.01 <0.01
<0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
<0.01
0.04 1.00 0.16 0.77 0.64
９回 9回 ９回 9回 ９回 9回
未満 p値 以上 p値 未満 p値 以上 p値 未満 p値 以上 p値
セルフ st 30.0 29.0 29.0 32.0 28.5 32.0
ケア af-6m 36.0 31.5 34.0 34.5 35.0 38.5
排泄 st 12.0 13.0 13.0 14.0 13.0 13.0
af-6m 13.0 14.0 13.0 14.0 13.0 14.0
移乗 st 16.0 15.0 16.0 16.0 16.5 16.0
af-6m 18.0 17.5 17.0 19.0 19.0 19.0
移動 st 9.0 8.0 8.0 8.0 7.0 8.0
af-6m 11.0 9.5 10.0 10.0 10.0 11.0
コミュニ st 13.0 13.0 12.0 14.0 13.0 12.0
ケーション af-6m 12.0 13.0 13.0 13.5 12.0 12.5
社会認識 st 19.0 18.5 17.0 18.0 17.0 17.0
af-6m 19.0 19.5 18.0 19.0 17.0 18.5
運動総点 st 68.0 63.5 66.0 68.5 64.5 70.5
af-6m 74.0 72.0 75.0 73.5 76.5 78.0
認知総点 st 31.0 31.5 29.0 31.5 30.0 29.5
af-6m 31.0 32.0 31.0 32.0 29.0 31.5n.s ↑ **
Wilcoxon符号付順位和検定, st: 開始時, af-6m: 6ヶ月後,  * p<0.05, **　p<0.01, n.s: not significant　
n.s
**
n.s ↑ * ↑ ** ↑ **
** ↑ ** ↑ ** ↑
* n.s ↑ *
↑ ** ↑ ** ↑
n.s ↑ **
n.s ↑ * ↑ ** ↑
n.s n.s ↑ ** n.s
** ↑ **
↑ ** ↑ ** ↑ **** ↑ * ↑ ** ↑





↑ ** ↑ ** ↑↑ ** ↑ ↑ **
n.s ↑ **
        表6-⑥　付録・機能的自立度(FIM)の変化  サブグループ分析２　利用頻度による変化の違い
訪問リハ群　(n=49 ) 通所リハ群　(n=87) 併用リハ利用群　(n=60)
9回未満：月に9回未満の利用　　　9回以上：月に9回以上の利用
mean ±SD mean ±SD mean ±SD
【自立層】
セルフケア 3.3 ±1.3 1.4 ±0.5 1.6 ±0.5 0.201)
排泄 -0.3 ±0.3 -0.2 ±0.3 -0.3 ±0.2 0.991)
移乗 1.1 ±0.3 1.0 ±0.3 1.4 ±0.3 0.691)
移動 1.9 ±0.5 0.9 ±0.3 0.9 ±0.4 0.211)
コミュニ -0.4 ±0.2 0.3 ±0.2 -0.1 ±0.4 0.231)
ケーション
社会認識 0.4 ±0.3 0.5 ±0.3 0.2 ±0.3 0.751)
運動総点 6.0 ±1.3 3.0 ±0.8 3.8 ±0.8 0.101)
認知総点 0.0 ±0.5 0.8 ±0.4 0.1 ±0.6 0.431)
【介助層】
セルフケア 3.7 ±0.9 4.0 ±0.6 6.4 ±0.5 0.011) A<C,B<C2)
排泄 0.9 ±0.4 0.7 ±0.3 1.2 ±0.4 0.501)
移乗 3.5 ±0.3 1.6 ±0.2 1.7 ±0.6 <0.011)
移動 1.1 ±0.3 1.3 ±0.3 3.8 ±0.5 <0.011) A<C,B<C2)
コミュニ 0.7 ±0.3 1.4 ±0.2 1.3 ±0.4 0.181)
ケーション
社会認識 0.8 ±0.3 1.0 ±0.2 1.0 ±0.4 0.801)
運動総点 9.4 ±1.0 7.4 ±0.8 13.0 ±1.3 <0.011) A<C,B<C2)







median ( min-max ) p値 median ( min-max ) p値 median ( min-max ) p値 median ( min-max ) p値 median ( min-max ) p値 median ( min-max ) p値
ＰＦ st 14.5 ( -14～43 ) -7.1 ( -14～58 ) 14.5 ( -11～58 ) -7.1 ( -14～43 ) 3.7 ( -14～43 ) -7.1 ( -14～33 )
af-6m 25.4 ( -14～43 ) 7.3 ( -14～58 ) 18.1 ( -14～58 ) 3.7 ( -14～43 ) 19.9 ( -14～58 ) 3.7 ( -14～58 )
ＲＰ st 25.8 ( 3～56 ) 19.2 ( 3～56 ) 22.5 ( 3～57 ) 12.5 ( 3～56 ) 19.2 ( 3～56 ) 15.8 ( 3～56 )
af-6m 32.5 ( 9～56 ) 32.5 ( 3～56 ) 32.5 ( 3～56 ) 19.2 ( 3～49 ) 25.8 ( 3～49 ) 19.2 ( 3～56 )
ＢＰ st 37.3 ( 22～62 ) 32.0 ( 17～62 ) 42.5 ( 22～62 ) 42.5 ( 17～62 ) 42.5 ( 22～62 ) 38.4 ( 17～62 )
af-6m 43.2 ( 32～62 ) 42.5 ( 32～61 ) 36.9 ( 22～62 ) 38.4 ( 28～62 ) 48.1 ( 22～62 ) 36.9 ( 22～62 )
ＧＨ st 40.5 ( 17～60 ) 36.2 ( 30～57 ) 43.1 ( 22～60 ) 43.1 ( 19～58 ) 41.0 ( 25～60 ) 38.9 ( 19～60 )
af-6m 49.5 ( 31～60 ) 41.5 ( 32～63 ) 40.5 ( 22～60 ) 38.9 ( 27～68 ) 44.2 ( 30～68 ) 36.2 ( 22～68 )
ＶＴ st 38.6 ( 21～56 ) 37.0 ( 18～56 ) 43.4 ( 21～63 ) 33.8 ( 18～63 ) 38.6 ( 21～63 ) 37.0 ( 18～63 )
af-6m 46.6 ( 27～63 ) 46.6 ( 31～63 ) 49.8 ( 20～63 ) 41.8 ( 27～63 ) 46.6 ( 21～63 ) 43.4 ( 20～66 )
ＳＦ st 37.7 ( 18～51 ) 31.2 ( 25～57 ) 31.2 ( 12～57 ) 31.2 ( 24～57 ) 31.2 ( 12～57 ) 31.2 ( 18～57 )
af-6m 24.8 ( 18～51 ) 18.4 ( 18～57 ) 37.7 ( 18～57 ) 37.7 ( 18～57 ) 31.2 ( 18～50 ) 28.0 ( 25～57 )
ＲＥ st 22.8 ( 6～56 ) 22.8 ( 6～56 ) 26.9 ( 6～56 ) 22.8 ( 6～56 ) 35.3 ( 6～56 ) 26.9 ( 6～56 )
af-6m 35.3 ( 10～56 ) 31.1 ( 6～56 ) 35.3 ( 6～56 ) 26.9 ( 6～56 ) 45.7 ( 6～56 ) 35.3 ( 6～56 )
ＭＨ st 42.5 ( 22～57 ) 33.0 ( 14～60 ) 41.0 ( 12～57 ) 38.4 ( 22～60 ) 43.8 ( 14～60 ) 42.5 ( 12～57 )
af-6m 43.8 ( 25～60 ) 38.4 ( 25～55 ) 43.8 ( 25～63 ) 43.8 ( 22～63 ) 49.1 ( 14～65 ) 46.5 ( 22～60 )
ＰＣＳ st 16.0 ( -17～51 ) 4.2 ( -14～57 ) 14.7 ( -11～57 ) 1.7 ( -18～50 ) 11.2 ( -14～49 ) 2.0 ( -18～45 )
af-6m 29.5 ( -5～49 ) 17.5 ( -12～57 ) 25.4 ( -10～55 ) 8.1 ( -13～46 ) 25.0 ( -10～45 ) 14.0 ( -13～55 )
ＭＣＳ st 49.0 ( 34～62 ) 47.0 ( 37～58 ) 48.5 ( 30～59 ) 51.5 ( 34～64 ) 51.0 ( 33～64 ) 52.9 ( 28～65 )
af-6m 49.9 ( 41～63 ) 48.9 ( 42～60 ) 51.4 ( 38～63 ) 54.0 ( 40～69 ) 54.9 ( 37～68 ) 53.3 ( 36～64 )
ＲＣＳ st 33.8 ( 20～45 ) 30.3 ( 15～52 ) 37.8 ( 4～52 ) 30.8 ( 9～50 ) 28.8 ( 13～49 ) 39.5 ( 20～56 )
af-6m 36.8 ( 23～45 ) 40.9 ( 26～51 ) 37.3 ( 17～49 ) 35.1 ( 27～49 ) 40.2 ( 18～52 ) 38.1 ( 22～50 )
Wilcoxon符号付順位和検定, st: 開始時, af-6m: 6ヶ月後, 開始時と6ヶ月後の得点：median(min-max)
PF(身体機能), RP(日常役割機能・身体), BP(体の痛み), GH(全体的健康感), VT(活力), SF(社会生活機能), RE(日常役割機能・精神), MH(心の健康)
0.98 <0.01 0.34 <0.01 <0.01 0.67
0.13 0.03 <0.01 <0.01 <0.01 0.03
<0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
0.62 0.45 <0.01 0.01 0.02 0.04
<0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
<0.01 0.04 <0.01 <0.01 0.06 0.37
<0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
<0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
<0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
<0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
介助層( n=32 )
<0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
表8－① 利用者の健康関連QOL(SF-36)の変化  　
訪問リハ群　(n=49) 通所リハ群　(n=87) 併用リハ群　(n=60)
自立層( n=18 ) 介助層( n=31 ) 自立層( n=37 ) 介助層( n=50 ) 自立層( n=28 )
自立層 p値 介助層 p値 自立層 p値 介助層 p値 自立層 p値 介助層 p値
ＰＦ st 14.5 -7.1 14.5 -7.1 3.7 -7.1
af-6m 25.4 7.3 18.1 3.7 19.9 3.7
ＲＰ st 25.8 19.2 22.5 12.5 19.2 15.8
af-6m 32.5 32.5 32.5 19.2 25.8 19.2
ＢＰ st 37.3 32.0 42.5 42.5 42.5 38.4
af-6m 43.2 42.5 36.9 38.4 48.1 36.9
ＧＨ st 40.5 36.2 43.1 43.1 41.0 38.9
af-6m 49.5 41.5 40.5 38.9 44.2 36.2
ＶＴ st 38.6 37.0 43.4 33.8 38.6 37.0
af-6m 46.6 46.6 49.8 41.8 46.6 43.4
ＳＦ st 37.7 31.2 31.2 31.2 31.2 31.2
af-6m 24.8 18.4 37.7 37.7 31.2 28.0
ＲＥ st 22.8 22.8 26.9 22.8 35.3 26.9
af-6m 35.3 31.1 35.3 26.9 45.7 35.3
ＭＨ st 42.5 33.0 41.0 38.4 43.8 42.5
af-6m 43.8 38.4 43.8 43.8 49.1 46.5
ＰＣＳ st 16.0 4.2 14..7 1.7 11.2 2.0
af-6m 29.5 17.5 25.4 8.1 25.0 14.0
ＭＣＳ st 49.0 47.0 48.5 51.5 51.0 52.9
af-6m 49.9 48.9 51.4 54.0 54.9 53.3
ＲＣＳ st 33.8 30.3 37.8 30.8 28.8 39.5
af-6m 36.8 40.9 37.3 35.1 40.2 38.1
Wilcoxon符号付順位和検定, st: 開始時, af-6m: 6ヶ月後, 開始時と6ヶ月後の得点：median(min-max), *p<0.05, **p<0.01 n.s: no significant
PF(身体機能), RP(日常役割機能・身体), BP(体の痛み), GH(全体的健康感), VT(活力), SF(社会生活機能), RE(日常役割機能・精神), MH(心の健康)
↑ ** ↑ **↑ **
↑ ** ↑ ** ↑ *n.s ↑ * ↑ **
↑ ** ↑ ** ↑ **↑ ** ↑ ** ↑ **
↑ * ↑ * ↑ *n.s n.s ↑ **
↑ ** ↑ ** ↑ **↑ ** ↑ ** ↑ **
↑ ** n.s n.s↓ ** ↓ * ↑ **
↑ ** ↑ ** ↑ **↑ ** ↑ ** ↑ **
↓ ** ↑ ** ↓ **↑ ** ↑ ** ↓ **
↓ ** ↑ ** ↓ **↑ ** ↑ ** ↓ **
↑ ** ↑ ** ↑ **↑ ** ↑ ** ↑ **
↑ ** ↑ ** ↑ **↑ ** ↑ ** ↑ **
 表8－② 付録    利用者の健康関連QOL(SF-36)の変化
訪問リハ群　(n=49) 通所リハ群　(n=87) 併用リハ群　(n=60)
median (min-max) median (min-max) median (min-max)
【自立層】
ＰＦ 3.6 ( -7.2～18.1） 0.0 (-3.7～10.9） 7.2 ( -3.6～57.7） <0.011)
ＲＰ 6.7 (  0.0～13.3） 6.7 ( 0.0～19.9） 8.6 ( -9.9～10.0） <0.011)
ＢＰ 8.9 (  0.0～15.2） 4.0 (-5.6～ 9.0） 5.6 ( -2.6～11.2） <0.011)
ＧＨ 10.7 (  0.0～17.1） 3.8 (-5.3～10.7） 5.4 (  2.7～ 8.0） <0.011)
ＶＴ 6.5 (  3.2～12.8） 6.4 ( 0.0～16.0） 6.4 (  0.0～12.8） 0.111)
ＳＦ -6.5 (-12.9～ 0.0） 6.4 (-12.9～25.8） 3.2 (-12.9～ 6.5） <0.011)
ＲＥ 12.5 (  0.0～16.7） 8.4 ( 0.0～16.7） 8.3 (  0.0～16.7） 0.401)
ＭＨ 5.3 (-21.5～10.8） 10.7 (-21.5～29.5） 5.3 (-21.5～26.8） <0.011)
ＰＣＳ 4.4 ( -2.6～20.9） 5.8  (-5.5～13.1） 8.3 ( -5.3～30.2） 0.861)
ＭＣＳ 5.2 (-10.0～10.5） 7.0 ( -8.2～17.2） 3.8 ( -8.3～14.1） 0.071)
ＲＣＳ 1.5 (-18.1～11.5） 0.4 (-21.4～10.5） -5.4 (-22.5～ 7.0） 0.011)
【介助層】
ＰＦ 10.9 (  0.0～25.3） 7.3 (  0.0～18.1） 10.8 (  0.0～25.3） 0.021)
ＲＰ 3.3 ( -3.3～13.3） 6.6 ( -9.9～13.3） 3.4 ( -6.6～16.7） 0.121)
ＢＰ 7.2 (  0.0～10.5） 5.6 ( -5.6～11.0） 5.6 ( -2.3～11.0） <0.011)
ＧＨ 8.0 (  2.7～10.7） 5.3 ( -4.2～13.4） 3.7 ( -2.7～ 8.0） <0.011)
ＶＴ 9.6 (  0.0～12.8） 9.6 (  0.0～16.1） 8.0 (  0.0～12.9） 0.301)
ＳＦ -6.4 (-12.8～25.8） 6.4  (-6.4～6.5） 0.0  (-6.4～ 6.5） <0.011)
ＲＥ 8.3 　 0.0～12.5） 12.5 (  0.0～20.8） 12.5 (  0.0～16.7） 0.011)
ＭＨ 5.4 (-21.5～16.2） 5.4 (-24.2～24.1） 5.4 (-18.8～29.5） 0.731)
ＰＣＳ 7.1 ( -3.8～17.4） 9.3 ( -5.9～17.9） 9.7 ( -4.9～21.5） 0.651)
ＭＣＳ 2.5 ( -9.3～11.6） 4.3 ( -5.2～13.5） 2.9 (-10.7～15.5） 0.571)
ＲＣＳ -6.0 (-28.2～ 9.4） ‐8.0 (-24.1～10.8） 0.9 (-20.0～ 9.7） 0.011)
RE(日常役割機能・精神), MH(心の健康)




1)Kruskal Wallis法 　2)多重比較(Steel法) 得点差：6ヶ月後から開始時得点を引いた値 (median)
年齢 (mean±SD) 0.741)
65歳未満 92 ( 46.9 ) 19 ( 38.8 ) 41 ( 47.1 ) 32 ( 53.3 )
65歳以上75歳未満 54 ( 27.6 ) 12 ( 24.5 ) 26 ( 29.9 ) 16 ( 26.7 )
75歳以上 50 ( 25.5 ) 18 ( 36.7 ) 20 ( 23.0 ) 12 ( 20.0 )
性別
男 52 ( 26.5 ) 8 ( 16.3 ) 28 ( 32.2 ) 16 ( 26.7 )
女 144 ( 73.5 ) 41 ( 83.7 ) 59 ( 67.8 ) 44 ( 73.3 )
続柄
配偶者 134 ( 68.4 ) 36 ( 73.5 ) 55 ( 63.2 ) 43 ( 71.7 )
嫁 19 ( 9.7 ) 4 ( 8.2 ) 8 ( 9.2 ) 7 ( 11.7 )
実子 35 ( 17.9 ) 6 ( 12.2 ) 20 ( 23.0 ) 9 ( 15.0 )
孫・兄弟・その他 8 ( 4.0 ) 3 ( 6.1 ) 4 ( 4.6 ) 1 ( 1.6 )
仕事
なし 127 ( 64.8 ) 33 ( 67.3 ) 55 ( 63.2 ) 39 ( 65.0 )
あり 69 ( 35.2 ) 16 ( 32.7 ) 32 ( 36.8 ) 21 ( 35.0 )
受診
なし 79 ( 40.3 ) 19 ( 38.8 ) 37 ( 42.5 ) 23 ( 38.3 )
あり 117 ( 59.7 ) 30 ( 61.2 ) 50 ( 57.5 ) 37 ( 61.7 )
介護協力者
なし 72 ( 36.7 ) 16 ( 32.7 ) 30 ( 34.5 ) 26 ( 43.3 )





n=60 ( % )





全体 訪問リハ群 通所リハ群 併用リハ群
p値
n=196 ( % ) n=49 ( % ) n=87 ( % )
median ( min-max ) p値 median ( min-max ) p値 median ( min-max ) p値 median ( min-max ) p値 median ( min-max ) p値 median ( min-max ) p値
ＰＦ st 39.8 ( 15～58 ) 36.2 ( -14～58 ) 43.4 ( -11～58 ) 43.4 ( -14～58 ) 45.2 ( -11～58 ) 43.4 ( -14～58 )
af-6m 32.6 ( -14～58 ) 32.6 ( -3～58 ) 39.8 ( -11～58 ) 41.6 ( -14～58 ) 41.6 ( -14～58 ) 39.8 ( -14～58 )
ＲＰ st 32.5 ( 16～56 ) 32.5 ( 3～56 ) 42.4 ( 3～56 ) 37.4 ( 3～56 ) 35.8 ( 3～56 ) 32.5 ( 3～56 )
af-6m 30.8 ( 13～56 ) 35.8 ( 9～56 ) 39.1 ( 9～56 ) 40.8 ( 9～56 ) 39.1 ( 3～56 ) 35.8 ( 3～56 )
ＢＰ st 47.8 ( 37～62 ) 43.2 ( 26～62 ) 50.6 ( 22～62 ) 47.9 ( 17～62 ) 48.0 ( 22～62 ) 47.9 ( 22～62 )
af-6m 48.8 ( 26～62 ) 42.5 ( 26～62 ) 53.5 ( 22～62 ) 56.1 ( 17～62 ) 50.5 ( 22～62 ) 48.0 ( 22～62 )
ＧＨ st 41.5 ( 　34～63  ) 38.9 ( 25～58 ) 43.1 ( 22～60 ) 40.5 ( 19～68 ) 43.1 ( 19～60 ) 44.2 ( 19～60 )
af-6m 36.2 ( 24～60 ) 33.5 ( 25～60 ) 49.5 ( 22～60 ) 46.9 ( 19～68 ) 48.4 ( 24～60 ) 49.5 ( 19～60 )
ＶＴ st 41.8 ( 　20～60 ) 46.6 ( 18～60 ) 43.4 ( 21～70 ) 46.6 ( 24～69 ) 40.2 ( 18～69 ) 43.4 ( 18～62 )
af-6m 43.4 ( 21～60 ) 43.4 ( 18～60 ) 46.6 ( 21～69 ) 49.8 ( 18～69 ) 46.6 ( 17～69 ) 49.8 ( 20～63 )
ＳＦ st 31.3 ( 　18～50 ) 31.3 ( 5～57 ) 31.2 ( 12～57 ) 31.3 ( 18～57 ) 31.2 ( 18～57 ) 31.3 ( 18～57 )
af-6m 31.2 ( 　18～51 ) 24.8 ( 25～57 ) 37.7 ( 18～57 ) 34.4 ( 18～57 ) 37.7 ( 12～50 ) 37.7 ( 　25～57 )
ＲＥ st 31.1 ( 10～56 ) 39.4 ( 14～56 ) 39.4 ( 6～56 ) 39.4 ( 6～56 ) 35.2 ( 6～56 ) 39.4 ( 6～56 )
af-6m 35.3 ( 10～56 ) 43.6 ( 6～56 ) 43.6 ( 6～56 ) 43.6 ( 14～56 ) 43.6 ( 6～56 ) 47.7 ( 6～56 )
ＭＨ st 38.4 ( 22～57 ) 30.4 ( 12～60 ) 38.4 ( 12～63 ) 43.8 ( 16～62 ) 41.0 ( 12～65 ) 38.4 ( 17～57 )
af-6m 41.1 ( 22～63 ) 38.4 ( 14～63 ) 41.1 ( 17～65 ) 49.1 ( 30～63 ) 43.8 ( 25～63 ) 46.5 ( 22～63 )
ＰＣＳ st 33.6 ( 13～56 ) 34.6 ( -1～57 ) 42.9 ( -5～55 ) 37.4 ( -5～56 ) 37.6 ( -4～55 ) 37.0 ( -7～58 )
af-6m 30.2 ( -2～54 ) 33.7 ( 3～55 ) 40.6 ( -8～54 ) 40.6 ( -7～55 ) 39.4 ( -8～53 ) 38.2 ( -6～55 )
ＭＣＳ st 42.7 ( 31～59 ) 40.5 ( 30～60 ) 42.0 ( 31～64 ) 45.7 ( 33～68 ) 42.6 ( 29～66 ) 43.6 ( 3～56 )
af-6m 46.1 ( 35～60 ) 42.8 ( 34～62 ) 46.0 ( 29～65 ) 49.0 ( 37～68 ) 46.6 ( 31～64 ) 50.1 ( 35～63 )
ＲＣＳ st 37.4 ( 18～50 ) 41.7 ( 32～59 ) 42.0 ( 18～51 ) 42.0 ( 34～51 ) 37.6 ( 20～49 ) 38.1 ( 23～48 )
af-6m 38.7 ( 23～47 ) 43.1 ( 30～56 ) 38.1 ( 21～43 ) 43.1 ( 32～52 ) 41.7 ( 21～47 ) 42.1 ( 33～53 )
Wilcoxon符号付順位和検定, st: 開始時, af-6m: 6ヶ月後, 開始時と6ヶ月後の得点：median(min-max)
介助層( n=32 )
訪問リハ群　(n=49) 通所リハ群　(n=87) 併用リハ群　(n=60)
表11－① 主介護者の健康関連QOL(SF-36)の変化  
自立層( n=18 ) 介助層( n=31 ) 自立層( n=37 ) 自立層( n=28 )介助層( n=50 )
0.21 0.06 0.28 <0.01 0.62 <0.01
<0.01 <0.01 <0.01 0.02 <0.01 <0.01
<0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
0.06 <0.01 <0.01 <0.01 0.10 0.49
PF(身体機能), RP(日常役割機能・身体), BP(体の痛み), GH(全体的健康感), VT(活力), SF(社会生活機能), RE(日常役割機能・精神), MH(心の健康)













0.09 0.08 0.53 0.33 0.02
0.25 0.42 0.37 <0.01 <0.01 <0.01
<0.01
<0.01 0.12 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
0.40 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
自立層 p値 介助層 p値 自立層 p値 介助層 p値 自立層 p値 介助層 p値
ＰＦ st 39.8 36.2 43.4 43.4 45.2 43.4
af-6m 32.6 32.6 39.8 41.6 41.6 39.8
ＲＰ st 32.5 32.5 42.4 37.4 35.8 32.5
af-6m 30.8 35.8 39.1 40.8 39.1 35.8
ＢＰ st 47.8 43.2 50.6 47.9 48.0 47.9
af-6m 48.8 42.5 53.5 56.1 50.5 48.0
ＧＨ st 41.5 38.9 43.1 40.5 43.1 44.2
af-6m 36.2 33.5 49.5 46.9 48.4 49.5
ＶＴ st 41.8 46.6 43.4 46.6 40.2 43.4
af-6m 43.4 43.4 46.6 49.8 46.6 49.8
ＳＦ st 31.3 31.3 31.2 31.3 31.2 31.3
af-6m 31.2 24.8 37.7 34.4 37.7 37.7
ＲＥ st 31.1 39.4 39.4 39.4 35.2 39.4
af-6m 35.3 43.6 43.6 43.6 43.6 47.7
ＭＨ st 38.4 30.4 38.4 43.8 41.0 38.4
af-6m 41.1 38.4 41.1 49.1 43.8 46.5
ＰＣＳ st 33.6 34.6 42.9 37.4 37.6 37.0
af-6m 30.2 33.7 40.6 40.6 39.4 38.2
ＭＣＳ st 42.7 40.5 42.0 45.7 42.6 43.6
af-6m 46.1 42.8 46.0 49.0 46.6 50.1
ＲＣＳ st 37.4 41.7 42.0 42.0 37.6 38.1
af-6m 38.7 43.1 38.1 43.1 41.7 42.1
Wilcoxon符号付順位和検定, st: 開始時, af-6m: 6ヶ月後, 開始時と6ヶ月後の得点：median(min-max), *p<0.05, **p<0.01 n.s: no significant
PF(身体機能), RP(日常役割機能・身体), BP(体の痛み), GH(全体的健康感), VT(活力), SF(社会生活機能), RE(日常役割機能・精神), MH(心の健康)
  表11－② 付録    主介護者の健康関連QOL(SF-36)の変化 
訪問リハ群　(n=49) 通所リハ群　(n=87) 併用リハ群　(n=60)
↓ ** ↓ ** ↓ ** ↓ * ↓ ** ↓ **
n.s ↑ **
n.s ↓ ** ↑ ** ↑ ** n.s n.s
n.s n.s n.s ↑ **
** ↑ **
n.s n.s n.s ↑ ** ↑ ** ↑ **
↓ ** ↓ ** ↑ ** ↑ ** ↑
n.s ↓ ** ↑ ** ↑ ** ↑
↑ ** n.s ↑ ** ↑ ** ↑
↑ ** ↑ ** ↑ ** ↑ ** ↑
↓ * n.s ↓ ** n.s
↑ ↑**







median (min-max) median (min-max) median (min-max)
【自立層】
ＰＦ -7.1 (-28.9～10.8） -3.6 (-14.5～14.4） -0.1 (-10.9～10.8） 0.241)
ＲＰ -0.1 ( -6.6～ 6.7） 0.0 ( -6.6～ 6.6） 0.0 ( -6.7～ 3.3） 0.181)
ＢＰ -0.3 (-10.3～ 9.0） 2.9 (  0.0～ 5.8） 0.0 ( -2.9～ 4.0） <0.011)
ＧＨ -1.6 ( -5.3～ 0.0） 0.1 ( -2.7～ 8.0） 0.0 (  0.0～ 5.3） <0.011)
ＶＴ -0.1 ( -6.5～ 3.2） 0.0 ( -6.4～ 6.4） 6.4 (  0.0～ 9.6） <0.011) A<C,B<C2)
ＳＦ -0.1 ( -0.1～ 6.5） 6.4 ( -6.5～ 6.5） 6.4 (-12.9～12.9） 0.021)
ＲＥ -0.1 (  0.0～ 8.3） -0.1 ( -8.4～ 8.3） 8.3 (  0.0～12.5） <0.011) A<C,B<C2)
ＭＨ 2.7 (  0.0～ 8.1） 2.7 (  0.0～ 8.1） 2.7 (  0.0～10.7） 0.201)
ＰＣＳ -3.1 (-15.5～ 7.2） -1.6 ( -8.7～ 7.7） 0.2 ( -8.6～ 6.6） <0.011) A<C,B<C2)
ＭＣＳ 3.2 ( -3.4～ 6.3） 3.6 ( -0.8～ 8.0） 4.5 ( -1.1～ 7.9） 0.061)
ＲＣＳ 3.8 (-11.7～12.5） -2.1 (-21.5～ 8.8） 2.5 (-11.6～10.5） <0.011)
【介助層】
ＰＦ 3.6 ( -3.6～25.3） 0.0 (-39.7～25.3） 0.0 (-14.5～ 0.0） 0.011)
ＲＰ -0.1 ( -6.7～ 6.6） 0.0 (  0.0～29.9） 1.0 (  0.0～10.0） 0.011)
ＢＰ -0.6  (-8.3～ 2.9） 0.0 (  0.0～ 8.2） 1.0 ( -8.5～ 0.2） 0.011)
ＧＨ 0.0 (-10.7～ 0.0） 0.0 (  0.0～13.3） 0.0 (  0.0～10.7） 0.101)
ＶＴ 0.0 ( -3.2～12.9） 0.0 ( -3.2～ 6.4） 3.2 (  0.0～ 9.6） <0.011) A<C,B<C2)
ＳＦ 0.0 ( -6.4～ 0.0） 6.4 ( -6.4～ 6.5） 6.4 (  0.0～12.9） 0.011)
ＲＥ 0.0 ( -6.3～ 4.2） 4.2 (  0.0～ 8.4） 8.3 (  0.0～20.9） 0.011) A<C,B<C2)
ＭＨ 2.7 (  0.0～13.4） 2.7 (  0.0～13.5） 5.4 (  0.0～10.7） <0.011) A<C,B<C2)
ＰＣＳ -0.5 ( -6.4～ 9.6） 0.1 (-16.4～17.4） 0.1 ( -3.4～ 8.5） 0.881)
ＭＣＳ 0.9 ( -4.0～ 5.6） 3.4 ( -1.4～11.9） 4.9  ( 1.1～ 9.4） <0.011) A<C,B<C2)
ＲＣＳ -1.5 ( -5.3～ 7.7） 0.5 (-10.7～ 9.9） 2.0 ( -7.4～16.7） 0.041)
RE(日常役割機能・精神), MH(心の健康)





訪問リハ群 通所リハ群 併用リハ群 p値
1調査票A
     リハ・スタッフの方へ
初回評価日： 年 月 日   ６ヶ月後評価：  年 月 日
≪１．基本概況≫ あてはまる□にレ点をつけてください     
1．性別 □男     □女 2．大正 ／ 昭和       年生まれ
2．要介護度 □要支援（ １・２ ）   □要介護（ １・２・３・４・５ ）
3．麻痺 □無 □有 → （ □右    □左    □両側    ）
4．麻痺の程度 ブルンストロームステージ（ 上肢：       下肢：      ）
5．その他の障害 □失語症   □視覚障害  □その他（              ）
6．脳血管障害発症日   平成    年   月   日
7．入院リハ開始日   平成    年   月   日
8．現在までの
      経過
＜ 利用機関 ＞        ＜ 利用期間 ＞
□一般病棟
□回復期リハ病棟
平成   年  月～平成   年   月




平成   年  月～平成   年   月
平成   年  月～平成   年   月





開始日：平成   年  月～ 現在に至る
開始日：平成   年  月～ 現在に至る
□訪リハ・通リハ
両方とも利用
                     
＊上の欄に、利用した期間をご記入ください。
10．主介護者
□嫁   （    歳 ）        □配偶者 （     歳）
□子供→（□娘  □息子     歳 ）  □その他→（     歳）
11．介護協力者 □無        □有 → （ 続柄              ）
12.同居者について □子供や孫と同居     □夫婦のみ      □その他








  年  月   日
＊１回の提供時間
＜3 ヶ月後＞
年  月   日
＊１回の提供時間
＜６ヶ月後＞
  年  月  日
＊１回の提供時間
      生活援助
１訪問介護 身体介護
月に  回   分
月に  回   分
月に  回   分
月に  回   分
月に  回  分
月に  回  分
                ↑ *生活・身体を混合して利用している場合には、上欄にその内訳を記入して下さい。
２訪問看護 月に  回   分 月に  回   分 月に  回   分
３訪問入浴 月に  回   分 月に  回   分 月に  回   分
４訪問リハ
(訪リハ５ 訪リハ７)
月に  回   分
＊リハ５もしくは、
月に  回   分
リハ７のいずれかに、




月に  回  時間
（月に  回  分）
月に  回  時間
（月に  回  分）
月に  回  時間
（月に  回  分）
６通所介護
強化型・個別リハ
（ 有・ 無 ）
月に  回  時間
（月に  回  分）
月に  回  時間
（月に  回  分）
月に  回 時間
（月に  回  分）
７短期入所   老健
        特養
月に   約   日 月に   約   日 月に   約   日






安定していましたか □はい    □いいえ □はい    □いいえ
２）特別な受診は
    ありましたか
□通院（   月  日間）
□往診（ 月  日間）
□入院（     月    日間）
□通院（ 月   日間）
□往診（   月   日間）




□無     □有





□その他（       ）
□無     □有











年 月   日
    ＜6 ヶ月後＞






























    リハビリを始めた時に、福祉用具の購入・貸与の必要性はありましたか。
    □必要があった       □既に済んでいた  
                   問 ４にお進みください。
□必要性がなかった          
問２ 上記で「必要性があった」と答えた方にお伺いします。実際に福祉用具の購入・貸与を行い
ましたか。
              ①いつ行いましたか         平成       年       月
□行った
          ②その際、貴方は、購入・貸与に実際に関わりましたか □関わった
                                     □関わらなかった
③誰が関わりましたか  □ケアマネのみ
                                □入院・入所中の担当セラピスト
                                    □その他
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
□行っていない         その理由は？            □本人の納得・合意が得られない
               □家族の納得・合意が得られない
                  □ 本人側の問題による □経済的な理由
□その他（              ）
                                □サービス提供時間内での対応が困難
□リハ提供側の問題による  □ケアマネとの連携が図れない































                    項目７－問１にお進みください。
□既に済んでいた      
□改修の必要性があった
       
      
問５ 「必要性があった」と答えた方にお伺いします。 実際に住宅の改修工事を行いましたか。
              ① いつ行いましたか       平成     年       月
  □行った
                      □関わった
②その際、貴方は、改修に関わりましたか    □関わらなかった
                                      □ケアマネジャーのみ
③誰が関わりましたか           □入院・入所中の担当セラビスト
                                   □その他（         ）
      ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
□行っていない       その理由として、当てはまるものを選んでください.
                                  □本人の納得・合意が得られない。
□家族の納得・合意が得られない。
□本人側の問題による           □経済的な理由
                                               □その他（          ）
                                  □サービス提供時間内での対応が困難
□リハ提供者側の問題による        □ケアマネとの連携が図れない         
                                   □その他（            ）
6問６  住宅改修で、どのような改善がみられていますか。組み合わせでご記入ください。
  ＜改善された点＞          場所   箇所
＊当てはまるものすべてを選んでください。
                       








            












・その他①（                 ）


























（□運動面から     □精神面から    □左記の両面から）
□本人・家族介護者のニーズ
□ご本人の希望で必要と思わない







□その他  （                              ）
裏面に続きます→→→→
8この調査票を記入した方に伺います。













＜調査票 B＞ リハビリ開始時  記入日 年  月  日   
調査主体 ： 東北大学大学院 医学系研究科
                   調査責任者： 医療管理学分野 金川仁子 伊藤道哉
◆回答をお願いしたい方について◆     整理番号：       
○本調査の質問にお答えいただく方は、















もも色の用紙 ―リハビリを受けている方    
みかん色の用紙 －リハビリを受けている方のご家族
＜リハビリを受けている方（要介護者）にお聞きします＞
   ご自身で記入が難しい場合は、ご家族が聞き取り、ご記入願います。
                 開始時    整理番号：       
１    一番よくあてはまる□に レ印をつけてください。
１、あなたの健康状態は？
最高に良い    とても良い    良い     あまり良くない    良くない     
    □        □      □        □         □
２、一年前と比べて、現在の健康状態はいかがですか。   
はるかに      やや      ほぼ       良く      はるかに
良い       良い      同じ       ない        悪い           






とても      少し      ぜんぜん
むずかしい   むずかしい   むずかしくない
  □       □       □
② 適度の活動（ 例えば、家や庭の掃除をする、 １
１～２時間散歩するなど） □       □       □
③ 少し重いものを持ち上げたり、運んだり
する（例えば買い物袋など） □       □       □
④ 階段を数階上までのぼる
□       □       □
⑤ 階段を 1 階上までのぼる
□       □       □
⑥ 体を前に曲げる、ひざまずく、かがむ
□       □       □
⑦ 1 キロメートル以上を歩く
□       □       □
⑧ 数百メートルくらいを歩く
□       □       □
⑨ 百メートルくらいを歩く
□       □       □
⑩ 自分でお風呂に入ったり,着替えたりする
□       □           □
４、過去 1 ヶ月間に、仕事や普段の活動（家事など）をするにあたって、身体的な理由で次のよ
うな問題がありましたか。
いつも  ほとんど   ときどき  まれに   ぜんぜん                          
      いつも                ない
① 仕事やふだんの活動を
する時間をへらした。 □     □      □     □     □
② 仕事やふだんの活動が
思ったほどできなかった









□      □      □     □     □
５、過去 1 ヶ月間に、仕事や普段の活動（家事など）をするにあたって、心理的な理由で
（例えば、気分が落ち込んだり不安を感じたりしたために）、次のような問題がありましたか。
いつも  ほとんど  ときどき   まれに    ぜんぜん
     いつも                 ない   
① 仕事や普段の活動をする
時間を減らした。
□      □       □      □       □      
② 仕事や普段の活動が思っ
たほど、できなかった。
□    □     □     □      □
③ 仕事や普段の活動がいつ
もほど集中できなかった。
□    □     □     □      □
６、過去 1 ヶ月間に、家族友達、友人、近所の人、その他の仲間との普段のつきあいが、身体的
あるいは心理的理由で、どのぐらい妨げられましたか。
ぜんぜん   
妨げられ      わずかに    少し       かなり       非常に
なかった     妨げられた   妨げられた    妨げられた     妨げられた
   □         □       □        □         □  
                    
７、過去１ケ月の間に、体の痛みをどのくらい感じましたか。
ぜんぜん   かすかな    軽い    中くらいの    強い   非常に激しい
なかった    痛み     痛み     痛み      痛み     痛み
□      □      □      □       □      □
８、過去１ヶ月間、いつもの仕事（家事を含む）が、痛みのために、どのくらい妨げられました
か。
ぜんぜん      わずかに      少し       かなり     非常に
妨げられなかった  妨げられた、   妨げられた     妨げられた   妨げられた
□         □        □        □       □      
９、次にあげるのは、過去１ヶ月間にあなたがどの様に感じたかについての質問です。
いつも  ほとんど   ときどき  まれに  ぜんぜん
     いつも                ない    
①元気いっぱいでしたか □     □      □      □     □  
②かなり神経質でしたか □    □     □     □     □
③どうにもならないくらい気
分が落ち込んでいましたか。
□    □     □     □     □
④落ち着いていて、穏やかな気
分でしたか
□    □     □     □     □
⑤活力（エネルギー）にあふれ
ていましたか。
□    □     □     □     □
⑥落ち込んでゆううつな気分
でしたか。
□    □     □     □     □
⑦疲れはてていましたか □    □     □     □     □
⑧楽しい気分でしたか □    □     □     □     □
⑨疲れを感じていましたか □    □     □     □     □
１０、過去一ヶ月間に、友人や親戚を訪ねるなど、人との付き合いが身体的あるいは心理的な理
由で、時間的にどのくらい妨げられましたか。
      ほとんど
いつも    いつも    ときどき     まれに    ぜんぜんない  
     □      □      □       □       □
１１、次にあげた各項目はどれくらいあなたにあてはまりますか。
全く   ほぼ    何とも ほとんど  ぜんぜん
その   当て    言えない  当てはま  当てはま
通り   はまる        らない   らない
① 私は他の人に比べて
病気になりやすいと思う □     □    □     □     □   
② 私は、人並みに健康である □     □    □     □     □
③ 私の健康は悪くなる気がする □     □    □     □     □





□とても思う    □やや思う     □それほど思わない    □全く思わない   
2－3 日常生活において、脳血管疾患の再発に不安がありますか。




    □いいえ                   □はい              
2－6 「いいえ」と答えた方にお伺いします。その理由は何ですか。
□ 基本的な動作面（立つ・歩くなど）      □ 日常生活動作（着替え・トイレなど）                       
□ 生活に関連する動作（調理・洗濯など）    □ 痛み （痛い箇所：       ）                   
□ 関節の動き・マヒ              □ 筋力                      
□ 体力                   □ 落ち込みがちな気持ち
□ 身体機能の改善よりも、現状を維持したい   □その他（             ）
□ 自身の改善ではなく、家族の介護負担感を軽減したい。
□毎日      □週に 3～4 回      □週に 2 回   □週に 1 回    □月に 2 回     
□月に 1 回 □全く外出しない      □その他（     ）
□近隣にサービス事業所がない     □事業所の都合（人員不足など）
□自宅の立地環境が不利       □住宅・建物の事情で送迎ができず、利用できない
□経済的な理由で困難        □家族介護者の都合を優先  
□現在、空きが出るのを待機している  □その他（                  ）
                
＜介護しているご家族にお聞きします＞
常に介護に携わっている方がご記入ください
１    一番よくあてはまる□に レ印をつけてください。
１、あなたの健康状態は？
最高に良い    とても良い    良い     あまり良くない    良くない     
    □        □      □        □         □
２、一年前と比べて、現在の健康状態はいかがですか。   
はるかに      やや      ほぼ       良く      はるかに
良い       良い      同じ       ない       悪い           






とても      少し      ぜんぜん
むずかしい   むずかしい   むずかしくない
  □       □       □
② 適度の活動（例えば、家や庭の掃除をする、１
１～２時間散歩するなど） □       □       □
③ 少し重いものを持ち上げたり、運んだり
する（例えば買い物袋など） □       □       □
④ 階段を数階上までのぼる
□       □       □
⑤ 階段を 1 階上までのぼる
□       □       □
⑥ 体を前に曲げる、ひざまずく、かがむ
□       □       □
⑦ 1 キロメートル以上歩く
□       □       □
⑧ 数百メートルくらいを歩く
□       □       □
⑨ 百メートルくらいを歩く
□       □       □
⑩ 自分で着替えたり、お風呂に入ったりする   □       □       □
４、過去 1 ヶ月間に、仕事や普段の活動（家事など）をするにあたって、身体的な理由で次のよ
うな問題がありましたか。
いつも  ほとんど   ときどき  まれに   ぜんぜん                          
      いつも                ない
① 仕事やふだんの活動を
する時間をへらした。 □     □      □     □     □
② 仕事やふだんの活動が









□     □      □     □     □
５、過去 1 ヶ月間に、仕事や普段の活動（家事など）をするにあたって、心理的な理由で
（例えば、気分が落ち込んだり不安を感じたりしたために）、次のような問題がありましたか。
いつも  ほとんど  ときどき   まれに    ぜんぜん
     いつも                 ない   
① 仕事や普段の活動をする
時間を減らした。
□      □       □      □       □      
② 仕事や普段の活動が思っ
たほど、できなかった。
□    □     □     □      □
③ 仕事や普段の活動がいつ
もほど集中できなかった。
□    □     □     □      □
６、過去 1 ヶ月間に、家族友達、友人、近所の人、その他の仲間との普段のつきあいが、身体的
あるいは心理的理由で、どのぐらい妨げられましたか。
ぜんぜん   
妨げられ      わずかに    少し       かなり       非常に
なかった     妨げられた   妨げられた    妨げられた     妨げられた
   □         □       □        □         □                      
７、過去１ケ月の間に、体の痛みをどのくらい感じましたか。
ぜんぜん   かすかな    軽い    中くらいの    強い   非常に激しい
なかった    痛み     痛み     痛み      痛み     痛み
□      □      □      □       □      □
８、過去１ヶ月間、いつもの仕事（家事を含む）が、痛みのために、どのくらい妨げられました
か。
ぜんぜん      わずかに      少し       かなり     非常に
妨げられなかった  妨げられた、   妨げられた     妨げられた   妨げられた
□         □        □        □       □      
９、次にあげるのは、過去１ヶ月間にあなたがどの様に感じたかについての質問です。
いつも  ほとんど   ときどき  まれに  ぜんぜん
     いつも                ない    
①元気いっぱいでしたか □     □        □      □     □  
②かなり神経質でしたか □    □       □     □     □
③どうにもならないくらい気
分が落ちこんでいましたか。
□    □      □     □     □
④落ち着いていて、穏やかな気
分でしたか
□    □      □     □     □
⑤活力（エネルギー）にあふれ
ていましたか。
□    □      □     □     □
⑥落ち込んで、ゆううつな気分
でしたか。
□    □      □     □     □
⑦疲れはてていましたか □    □      □     □     □
⑧楽しい気分でしたか □    □      □     □     □
⑨疲れを感じていましたか □    □      □     □     □
１０、過去一ヶ月間に、友人や親戚を訪ねるなど、人との付き合いが身体的あるいは心理的な理
由で、時間的にどのくらい妨げられましたか。
      ほとんど
いつも    いつも    ときどき     まれに    ぜんぜんない  
     □      □      □        □       □
１１、次にあげた各項目はどれくらいあなたにあてはまりますか。
まったく  ほぼ   なんとも  ほとんど  ぜんぜん
その    あて   いえない  あてはま  あてはま
とおり   はまる        らない   らない
① 私は他の人に比べて
病気になりやすいと思う □     □     □     □     □   
② 私は、人並みに健康である □     □     □     □     □
③ 私の健康は悪くなるような
気がする
□     □     □     □     □
④ 私の健康状態は非常に良い。 □     □     □     □     □
２ あなたの気持ちに最もあてはまるものに○を付けてください。
質問項目
思    た   と   よ   い
わ    ま   き   く   つ
な    に   ど       も
い        き
1．介護を受けている方は、必要以上に世話を求めてくると思いま
すか。
□   □  □  □  □
2．介護のために、自分の時間が十分取れないと思いますか。 □   □  □  □  □
3．介護の他に、家事や仕事などもこなしていかなければならず、
「ストレスだな」思うことはありますか。
□   □  □  □  □
4．介護を受けている方の行動に対し、困ってしまうと思うことは
ありますか。
□   □  □  □  □
5．介護を受けている方のそばにいると腹が立つことがありますか。 □   □  □  □  □
6．介護があるので、家族や友人と付き合いづらくなっていると思
いますか。
□   □  □  □  □
思 た  と  よ  い
わ ま  き  く  つ
な に  ど     も
い    き
7．介護を受けている方が将来どうなるか、不安になる事がありま
すか。
□ □  □  □  □
8．介護を受けている方は、あなたに頼っていると思いますか・  □ □  □  □  □
9．介護を受けている方がそばにいると,気が休まらないと思います
か。
□ □  □  □  □
10．介護のために体調を崩したと思ったことがありますか。 □ □  □  □  □
11．介護があるので自分のプライバシーを保つ事ができないと思い
ますか。   
□ □  □  □  □
12．介護があるので、自分の社会参加の機会が減ったと思うことが
ありますか。
□ □  □  □  □
13．介護を受けている方が家にいるので、友達を自宅に呼びたくて
も、呼べないと思ったことがありますか。                                                 
□ □  □  □  □
14．介護を受けている方は「あなただけが頼り」というふうに見え
ますか。
□ □  □  □  □
15．今の暮らしを考えれば、介護にかける金銭的な余裕はないと思
うことはありますか。
□ □  □  □  □
16．介護にこれ以上の時間はさけないと思うことはありますか。 □ □  □  □  □
17．介護が始まって以来、自分の思い通りの生活ができなくなった
と思う事はありますか。
□ □  □  □  □
18．介護を誰かに任せてしまいたいと思うことはありますか。 □ □  □  □  □
19．介護を受けている方に対して、どうしていいのかわからないと
思うことはありますか。
□ □  □  □  □
20．自分は今以上にもっと頑張って介護するべきだと思うことがあ
りますか。
□ □  □  □  □
21．本当は自分はもっとうまく介護ができるのになあと思うことは
ありますか。
□ □  □  □  □
22．全体を通してみると、介護はどれぐらい自分の負担になっていると思いますか。
□ 全く負担でない □多少負担  □世間並の負担  □かなり負担  □非常に大きな負担
３ 介護しているご家族についてお聞きします。
３－１   年齢は      歳   
３－２   性別は   □男    □女
３－３ リハビリを受けている方との関係は、
    □妻  □夫  □嫁  □子供  □孫  □兄弟・姉妹  □その他（    ）
３－４ 現在、仕事をしていますか。 □いいえ・ □はい⇒ （□正職員・□パート ）
３－５ 現在、通院や治療をしていますか。 （□いいえ ・  □はい）
３－６ 一日の介護にかかる時間は、およそどれぐらいですか。   時間    分
３－７ 介護サービスが家に入ってくることに、抵抗がありますか。
    □とてもある    □ややある     □あまりない     □ない      
３－８ 通所・訪問リハビリのサービス内容の違いについて知っていますか。









＜調査票 B＞ 開始から６ヶ月後   記入日  年   月  日        
調査主体 ：東北大学大学院 医学系研究科
                    調査責任者：医療管理学分野 金川仁子 伊藤道哉
















水色の用紙 ―リハビリを受けている方    
緑色の用紙 ―リハビリを受けている方のご家族
     6 ヶ月後
＜リハビリを受けている方（要介護者）にお聞きします＞
    ご本人の意思を確認されて、ご家族が記入されてもかまいません。
１ 一番よくあてはまる□に レ印をつけてください。
１、あなたの健康状態は？
最高に良い    とても良い    良い     あまり良くない    良くない     
    □        □      □        □         □
２、一年前と比べて、現在の健康状態はいかがですか。   
はるかに良い    やや良い    ほぼ同じ    良くない    はるかに悪い                               
□        □      □        □         □
３、以下の質問は、日常よく行われている活動です。あなたは健康上の理由でこうした活動をするこ
とがむずかしいと感じますか。難しいとすれば、どれくらいですか。
とても      少し      ぜんぜん
むずかしい   むずかしい   むずかしくない
① 激しい活動 （例えば、一生懸命走る、重い物
を持ち上げる、激しいスポーツをするなど） □       □       □
② 適度の活動（例えば、家や庭の掃除をする、１
１～２時間散歩するなど） □       □       □
③ 少し重いものを持ち上げたり、運んだり
する（例えば買い物袋など） □       □       □
④ 階段を数階上までのぼる
□       □       □
⑤ 階段を 1 階上までのぼる
□       □       □
⑥ 体を前に曲げる、ひざまずく、かがむ
□       □       □
⑦ 1 キロメートル以上歩く
□       □       □
⑧ 数百メートルくらいを歩く
□       □       □
⑨ 百メートルくらいを歩く
□       □       □
⑩ 自分でお風呂に入ったり、着替えたりする
□       □        □
４、過去 1 ヶ月間に、仕事や普段の活動（家事など）をするにあたって、身体的な理由で次のよ
うな問題がありましたか。
いつも  ほとんど   ときどき  まれに   ぜんぜん                          
      いつも                ない
① 仕事や普段の活動を
する時間をへらした。 □     □      □     □     □
② 仕事やふだんの活動が
思ったほどできなかった









□     □      □     □     □
５、過去 1 ヶ月間に、仕事や普段の活動（家事など）をするにあたって、心理的な理由で
（例えば、気分が落ち込んだり不安を感じたりしたために）、次のような問題がありましたか。
いつも  ほとんど  ときどき   まれに   ぜんぜん
     いつも                 ない   
① 仕事や普段の活動をする
時間を減らした。
□    □     □     □     □      
② 仕事や普段の活動が思っ
たほど、できなかった。
□    □     □     □     □
③ 仕事や普段の活動がいつ
もほど集中できなかった。
□    □     □     □     □
６、過去 1 ヶ月間に、家族友達、友人、近所の人、その他の仲間との普段のつきあいが、身体的
あるいは心理的理由で、どのぐらい妨げられましたか。
ぜんぜん   
妨げられ      わずかに    少し       かなり       非常に
なかった     妨げられた   妨げられた    妨げられた     妨げられた
   □         □       □        □         □                      
７、過去１ケ月間に、体の痛みをどのくらい感じましたか。
ぜんぜん   かすかな    軽い    中くらいの    強い   非常に激しい
なかった    痛み     痛み     痛み      痛み     痛み
□      □      □      □       □      □
８、過去１ヶ月間に、いつもの仕事（家事を含む）が、痛みのために、どのくらい妨げられまし
たか。
ぜんぜん      わずかに      少し       かなり     非常に
妨げられなかった  妨げられた、   妨げられた     妨げられた   妨げられた
□         □        □        □       □      
９、次にあげるのは、過去１ヶ月間にあなたがどの様に感じたかについての質問です。
いつも  ほとんど   ときどき  まれに  ぜんぜん
     いつも                ない    
① 元気いっぱいでしたか □     □      □     □     □     
② かなり神経質でしたか □     □      □     □     □
③ どうにもならないくらい気分
が落ち込んでいましたか。 □     □      □     □     □
④ 落ち着いていて、穏やかな気
分でしたか
□     □      □     □     □
⑤ 活力（エネルギー）にあふれ
ていましたか。
□     □      □     □     □
⑥ 落ち込んでゆううつな気分で
したか。
□     □      □     □     □
⑦ 疲れはてていましたか □     □      □     □     □
⑧ 楽しい気分でしたか □     □      □     □     □
⑨ 疲れを感じていましたか □     □      □     □     □
１０、過去一ヶ月間に、友人や親戚を訪ねるなど、人との付きあいが身体的あるいは心理的な
理由で、時間的にどのくらい妨げられましたか。
      ほとんど
いつも    いつも    ときどき     まれに    ぜんぜんない  
     □      □      □       □       □
１１、次にあげた各項目はどれくらいあなたにあてはまりますか。
全く    ほぼ   何とも   ほとんど  ぜんぜん
その    あて   言えない  当てはま  当てはま
とおり   はまる        らない   らない
① 私は他の人に比べて
病気になりやすいと思う □     □     □     □     □
② 私は、人並みに健康である □     □     □     □     □
③ 私の健康は悪くなるような
気がする
□     □     □     □     □





□とても思う      □やや思う     □それほど思わない    □全く思わない   
2－3 日常生活において、ご自身で健康管理ができていると思いますか。
□とても思う      □やや思う     □それほど思わない    □全く思わない   
2－4 日常生活において、脳血管疾患の再発の不安がありますか。
□とてもある      □ややある     □それほど思わない    □全く思わない   
2－5 通院や介護保険サービス以外で、外出はどのぐらいしていますか。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
□毎日      □週に 3～4 回      □週に 2 回     □週に 1 回    □月に 2 回     
□月に 1 回 □全く外出しない      □その他（     ）
□ 基本的な動作面（立つ・歩くなど）      □ 日常生活動作（着替え・トイレなど）                       
□ 生活に関連する動作（調理・洗濯など）    □ 痛み（痛い箇所：        ）                   
□ 関節の動き・マヒ              □ 筋力                      
□ 体力                    □ 落ち込みがちな気持ち
□ 身体機能の改善よりも、現状を維持することができた
□ 自身の改善ではなく、家族の介護負担感を軽減できた
□ その他（                  ）
2－6 通所や訪問リハビリで受けられるサービスの違いについて知っていますか。
□よく知っている       □だいたい知っている         □全くわからない
２－７ 療法士から家でのリハビリの指導を受けたことはありますか。
□ある                □ない                      
２-８ どのような指導を受けましたか。
□自分でできる運動プログラム   □福祉用具の使い方   □自分に合った動作の方法  
２-９ 指導を受けた方にお伺いします。実際に、指導内容を行えていますか。






□いいえ     □はい    いつごろですか。（平成   年   月から  ヶ月間）  
３－３－A 今後、通所リハビリを受けたいと思いますか





□運動麻痺の回復のため      □基本的な動作（立つ・座る）が今よりもできるように
□関節が硬くならないように    □日常の生活動作(着替え・トイレ動作等)ができるように
□家族の介護負担を減らすため   □体力維持・増進
□住宅改修・福祉用具の使い方などのアドバイスが得られるように
□運動面の改善よりもむしろ現状を維持することを重視している
□その他（                    ）
□併用できる入浴サービス                □併用できる食事サービス       
□個別対応のリハビリ                  □健康管理
□集団でのリハビリ                   □集団でのレクリエーション
□長時間の滞在によって、家族の介護負担を軽くする    □余暇・趣味活動  
□長時間の滞在によって、家族の自由な時間を増やす    □気分転換
□定期的な利用によって、規則正しい生活習慣をつける   □認知症の予防や改善  
□外出の機会を増やし、行動範囲を広げる         □様々な方と交流を楽しむ




３－2－B   通所リハビリで、個別対応型リハビリ（一対一の訓練）を受けていますか。
□はい                   □いいえ                  
３－３－B   今までに訪問リハビリを受けたことはありますか。
□いいえ         □はい   いつごろですか。（H   年  月から  ヶ月間）                          
３－４－B 今後、訪問リハビリを受けたいと思いますか。
□とても思う   □やや思う □どちらでもよい  □あまり思わない  □全く思わない
３－５－B  「受けたい」と答えた方にお聞きします。訪問リハビリを受けられるとしたら、どの
ようなことを目的に利用したいですか。（あてはまるものをすべて選んでください）
□併用できる入浴サービス               □併用できる食事サービス    
□個別対応のリハビリ                 □健康管理
□集団でのリハビリ                  □集団でのレクリエーション
□長時間の滞在によって、家族の介護負担を軽くする   □余暇・趣味活動
□長時間の滞在によって、家族の自由な時間を増やす   □気分転換
□定期的な利用によって、規則正しい生活習慣をつける  □認知症の予防や改善
□外出の機会を増やし行動範囲を広げる         □様々な方と交流を楽しむ
□その他（                     ）
□運動麻痺の回復のため     □基本的な動作（立つ・座る）が今よりもできるように




□その他（                      ）
  ４  今後のリハビリ・支援についてお聞きします。
４－１ 現在受けている支援と、今後必要とされる支援について、当てはまるものに○をつけて
下さい。




















（□運動面から     □精神面から    □左記の両面から）
□自分の希望で必要と思わない (今のリハビリに慣れ親しみ、満足している)





□その他（                      ）
調査にご協力いただきありがとうございました。
                                             6 ヶ 月 後     
＜介護をしているご家族にお聞きします＞
恐れ入りますが、前回のアンケートと同一の方が、ご回答ください。
１    一番よくあてはまる□に レ印をつけてください。
１、あなたの健康状態は？
最高に良い    とても良い    良い     あまり良くない    良くない     
    □        □      □        □         □
２、一年前と比べて、現在の健康状態はいかがですか。   
はるかに      やや      ほぼ       良く      はるかに
良い       良い      同じ       ない        悪い           
□        □      □        □        □
３、以下の質問は、日常よく行われている活動です。あなたは健康上の理由でこうした活動をするこ
とがむずかしいと感じますか。難しいとすれば、どれくらいですか。
とても      少し      ぜんぜん
むずかしい   むずかしい   むずかしくない
① 激しい活動 （例えば、一生懸命走る、重い物
を持ち上げる、激しいスポーツをするなど） □       □       □
② 適度の活動（例えば、家や庭の掃除をする、１
１～２時間散歩するなど） □       □       □
③ 少し重いものを持ち上げたり、運んだり
する（例えば買い物袋など） □       □       □
④ 階段を数階上までのぼる
□       □       □
⑤ 階段を 1 階上までのぼる
□       □       □
⑥ 体を前に曲げる、ひざまずく、かがむ
□       □       □
⑦ 1 キロメートル以上歩く
□       □       □
⑧ 数百メートルくらいを歩く
□       □       □
⑨ 百メートルくらいを歩く
□       □       □
⑩ 自分でお風呂に入ったり、着替えたりする □      □            □
４、過去 1 ヶ月間に、仕事や普段の活動（家事など）をするにあたって、身体的な理由で次のよ
うな問題がありましたか。
いつも  ほとんど   ときどき  まれに   ぜんぜん                          
      いつも                ない
① 仕事や普段の活動を
する時間をへらした。 □     □      □     □     □
② 仕事やふだんの活動が
思ったほどできなかった









□     □      □     □     □
５、過去 1 ヶ月間に、仕事や普段の活動（家事など）をするにあたって、心理的な理由で
（例えば、気分が落ち込んだり不安を感じたりしたために）、次のような問題がありましたか。
いつも  ほとんど  ときどき   まれに   ぜんぜん
     いつも                 ない   
① 仕事や普段の活動をする
時間を減らした。
□    □     □     □     □      
② 仕事や普段の活動が思っ
たほど、できなかった。
□    □     □     □     □
③ 仕事や普段の活動がいつ
もほど集中できなかった。
□    □     □     □     □
６、過去 1 ヶ月間に、家族友達、友人、近所の人、その他の仲間との普段のつきあいが、身体的
あるいは心理的理由で、どのぐらい妨げられましたか。
ぜんぜん   
妨げられ      わずかに    少し       かなり       非常に
なかった     妨げられた   妨げられた    妨げられた     妨げられた
   □         □       □        □         □                      
７、過去１ケ月間に、体の痛みをどのくらい感じましたか。
ぜんぜん   かすかな    軽い    中くらいの    強い   非常に激しい
なかった    痛み     痛み     痛み      痛み     痛み
□      □      □      □       □      □
８、過去１ヶ月間に、いつもの仕事（家事を含む）が、痛みのために、どのくらい妨げられまし
たか。
ぜんぜん      わずかに      少し       かなり     非常に
妨げられなかった  妨げられた、   妨げられた     妨げられた   妨げられた
□         □        □        □       □      
９、次にあげるのは、過去１ヶ月間にあなたがどの様に感じたかについての質問です。
いつも  ほとんど   ときどき  まれに  ぜんぜん
     いつも                ない    
① 元気いっぱいでしたか □     □     □     □     □     
② かなり神経質でしたか □     □     □     □     □
③ どうにもならないくらい、気
分が落ちこんでいましたか。
□     □     □     □     □
④ 落ち着いていて、穏やかな気
分でしたか
□     □     □     □     □
⑤ 活力（エネルギー）にあふれ
ていましたか。
□     □     □     □     □
⑥ 落ち込んでゆううつな気分
でしたか。
□     □     □     □     □
⑦ 疲れはてていましたか □     □     □     □     □
⑧ 楽しい気分でしたか □     □     □     □     □
⑨ 疲れを感じていましたか □     □     □     □     □
１０、過去一ヶ月間に、友人や親戚を訪ねるなど、人との付き合いが身体的あるいは心理的な理
由で、時間的にどのくらい妨げられましたか。
      ほとんど
いつも    いつも    ときどき     まれに    ぜんぜんない  
     □      □      □       □       □
１１、次にあげた各項目はどれくらいあなたにあてはまりますか。
全く    ほぼ   何とも   ほとんど  ぜんぜん
その    当て   言えない  当てはま  当てはま
とおり   はまる        らない   らない
① 私は他の人に比べて
病気になりやすいと思う □     □     □     □     □   
② 私は人並みに健康である □     □     □     □     □
③ 私の健康は悪くなるような
気がする
□     □     □     □     □
④ 私の健康状態は非常に良い。 □     □     □     □     □
２ あなたの気持ちに最もあてはまるものに○を付けてください。
質問項目
思   た   と   よ   い
わ   ま   き   く   つ
な   に   ど       も
い       き
1．介護を受けている方は、必要以上に世話を求めてくると思いま
すか。
□  □  □  □  □
2．介護のために、自分の時間が十分取れないと思いますか。 □  □  □  □  □
3．介護の他に、家事や仕事などもこなしていかなければならず、
「ストレスだな」思うことはありますか。
□  □  □  □  □
4．介護を受けている方の行動に対し、困ってしまうと思うことは
ありますか。
□  □  □  □  □
5．介護を受けている方のそばにいると、腹が立つことがあります
か。
□  □  □  □  □
6．介護があるので、家族や友人と付き合いづらくなっていると思
いますか。
□  □  □  □  □
思 た  と  よ  い
わ ま  き  く  つ
な に  ど        も
い    き
7．介護を受けている方が将来どうなるか、不安になる事がありま
すか。
□   □  □  □  □
8．介護を受けている方が、あなたに頼っていると思いますか。
  
□   □  □  □  □
9．介護を受けている方がそばにいると、気が休まらないと思いま
すか。
□   □  □  □  □
10．介護のために体調を崩したと思ったことがありますか。 □ □  □  □  □
11．介護があるので、自分のプライバシーを保つ事ができないと思
いますか。   
□ □  □  □  □
12．介護があるので、自分の社会参加の機会が減ったと思うことが
ありますか。
□ □  □  □  □
13．介護を受けている方が家にいるので、友達を自宅に呼びたくて
も、呼べないと思ったことがありますか。                                                 
□ □  □  □  □
14．介護を受けている方は「あなただけが頼り」というふうに見え
ますか。
□ □  □  □  □
15．今の暮らしを考えれば、介護にかける金銭的な余裕はないと思
うことはありますか。
□ □  □  □  □
16．介護にこれ以上の時間はさけないと思うことはありますか。 □ □  □  □  □
17．介護が始まって以来、自分の思い通りの生活が出来なくなった
と思う事はありますか。
□ □  □  □  □
18．介護を誰かに任せてしまいたいと思うことはありますか。 □ □  □  □  □
19．介護を受けている方に対して、どうしていいのかわからないと
思うことはありますか。
□ □  □  □  □
20．自分は今以上にもっと頑張って介護するべきだと思うことがあ
りますか。
□ □  □  □  □
21．本当は自分はもっとうまく介護ができるのになあと思うことは
ありますか。
□ □  □  □  □
22．全体を通してみると、介護はどれぐらい自分の負担になっていると思いますか。
□全く負担でない □多少負担  □世間並みの負担  □かなり負担 □非常に大きな負担
３ 住宅改修・福祉用具の導入についてお聞きします。
３－１ 住宅改修は行いましたか。（□はい ・ □いいえ⇒  ３－３へお進みください）
３－２  住宅改修で、どのような改善がみられましたか。組み合わせでご記入ください。
  ＜改善された点＞                場所    箇所  
＊当てはまるものすべてを選んでください。
                       




















手すり     




















































（□運動機能面     □精神機能面    □左記の両機能面から）
□ 本人の希望を尊重したい。(今のリハビリに慣れ親しみ、満足している)





□ その他（                       
５ 介護しているご家族についてお聞きします
５－１  現在、仕事をしていますか。□いいえ  ・ □はい⇒（□正職員 ・ □パート）
５－２ 現在、通院や治療をしていますか。  □いいえ・  □はい
５－３ 一日の介護にかかる時間は、およそどれぐらいですか。   時間    分
５－４ 介護サービスが家に入ってくることに、抵抗がありますか。
         □とてもある    □ややある     □あまりない     □ない    
５－５   通所・訪問リハビリのサービス内容の違いについて知っていますか。
         □よく知っている    □だいたい知っている     □全く分からない   
５－６   家での介助方法について、療法士から指導を受けたことがありますか。
      □ある                        □ない                                
５－７   指導を受けた方にお伺いします。指導されたことを実際に行っていますか。
      □行っている            □行なっていない                     
質問はこれで終わりです。
アンケートにご協力いただけたことに、深く感謝いたします。
《お願い》
誠に恐縮ですが、はじめに戻っていただき、記入漏れや書き違いがないか、
ご確認をお願いいたします。
同封した封筒に入れて、リハビリ担当者にお渡しください。
